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新 年 明 け ま し て お め で と う
ござい ま す。 総長就任後 初 め
て の 新年 を 迎 え ， こ こ に 年頭
の ご挨拶 を 申 し 上 げる 機会 を
得 ま し た こ と は ， 私 に と り ま
し て こ の 上 な い 名 誉 で あ り ，
亘びで あ り ま す。
昨年 は 京都大学創 立 百 周 年
長 尾
虞
の お め で た い年 で あ り ま し た。 井村前総長の 下 で記
念式典 を は じ め と す る 数 々 の行事 も と ど こ お り な く
終わ り ， 次 の 百年 に 向 け て の新 し い 出発 を し た わ け
で あ り ま す。 こ の時 に あ た っ て ， 私 ど も は も う 一度
大学の原点に も ど り ， 次の世紀 に お け る 学問 と は何
か， 大学 と は何か に つ い て 根本的 に 考 え て 見 る 必要
があ る と 存 じ ま す。
京都大学 は ， 予成10年度 に教育学部の大学院重点
化が行 わ れ る こ と に よ っ て ， 総合 人間学部 を 除 く 全
て の学部の 大学院重点化が終了 し ま す。 ま た ， 平成
8 年度 に 発足 し た エ ネ jレ ギ ー 科学研究科 に つ づい
て ， 予成10年度 に は情報学研究科， ア ジ ア ・ ア フ リ
カ 地域研究研究科 と い う ， いずれ も ユニ ー ク な 独立
研究科が新 た に発足す る こ と に な り ま し た。 さ ら に
胸部疾患研究所 と 生体医療工学研究 セ ン タ ー 及 び医
学部の一部が合体 し て 再生医科学研究所 に脱皮 し て
い く こ と に な っ て お り ま す。 こ れ に よ っ て ， 京都大
学 は こ れ ま で以上 に 大学院 を 中心 と し て 国際 的 に 高
く 評価 さ れ る 高等教育機関 と し て 成果 を 上 げる と と
も に 学 問 の 先 端分 野 へ挑戦 し て い く こ と に な り ま
す。
学部学生の 教育 に つ い て は ， 井村前総長 の イ ニ シ
ア テ イ ブ に よ っ て 既 に 2 回比叡山 シ ン ポ ジ ウ ム が行
わ れ た 結果， 特 に学生の一般教養教育がい か に ある
べ き か に つ い て の 問題点が明確 と な り ， 現在 そ の 改
善 に む け て 全学 的 に 議論が深め ら れ て お り ま す。 こ
れ か ら の 変化の激 し い時代 に対応す る た め に は ， 変
化の み に眼 を 奪わ れ ， 物事 を 皮相 的 に 判 断す る の で
は な く ， 客観的 な 判 断 を 下 し ， 誤 り な く 行動 す る こ
と が必 要 で、あ り ま す。 そ の た め に は ， 専門的 な 知識
は も と よ り 広 く 豊か な 教養 を 身 に つ け ， 感性 を 磨 く
こ と が重要で あ り ま す。 大学 に お け る 一般教養教育
が豊か な 人格の形成に役立つ よ う に 努 力 を 続 け る 必
要があ り ま す。
総合情報 メ ディ ア セ ン タ ー の 1200台の端末 シ ス テ
ム と 学内 の ど こ か ら で も 利用で き る 附属 図書館の電
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子 図書館 シ ス テ ム が こ の 1 月 か ら 稼働 い た し ま す。
総合情報 メ ディ ア セ ン タ ー の シ ス テ ム は こ れか ら の
国際社会で活躍す る 者 に と っ て 必須で あ る 情報活用
能力 と 語学の教育 を 中心 と し ， 専門科 目 の教育 に も
活用 し て い た だ く た め に 各学部 に も 端末 を 配置 し て
お り ま す。 自 分で情報 を 探索 し 学習 で き る 電子 図 書
館 シ ス テ ム と と も に ， 学生の 自 主的学習 に も 重点 を
置 き ， 充実 し た勉学の で き る 環境が提供 さ れ る わ け
で あ り ま す。 ま た 既 に ， KUINEP と 略称 し て い ま す
学部学生の短期交流 プ ロ グ ラ ム が昨年 か ら 発足 し て
お り ， 世界 各国 か ら 20 名 の 学生 を 1 年 間 受 入 れ ， 京
都大学の学生 を 交 え て英語 に よ る 講義 を 行 っ て お り
ま すが， こ の よ う な教育の 国際化は学部 大学院 を
． 
通 じ て さ ら に拡大進展 さ せて い く 必要があ る で し ょ
っ。
さ て ， 皆様方 も 新 聞 な どで よ く ご存 じ の と お り ，
橋本内 閣 の下で昨年の か な り の期間 を つ い や し て 行
財政改革が議論 さ れ， ほ ぼ結論が出 さ れ ま し た。 一
方， 日 本経 済 は ま す ま す容易 な ら ざ る 状況 に 向 かつ
て お り ， 政府予算 も 非常 に 厳 し い も の があ り ま す。
そ の 中 に お い て 大学予算 も 例外で は あ り ま せ ん。 今
回 は 避 け る こ と がで き ま し た が大学の独立行政法 人
（エ ー ジ、 エ ン シ ー ） 化 は 今後継続 し て 検討 し て い く
こ と に な っ て お り ま す。
こ う い っ た 中 で昨年10月 末 に は文部大臣が大学審
議 会 に 対 し て 「21世紀の 大学像 と 今後の改革方策に
つ い てJ 諮問 を い た し ま し た。 こ れ に は過去10年 間
の 大学改革の総括 と 21世紀の大学像 と 今後 の 改革の
． 
方 向 を 求め て い る ほ か， 学部 レ ベ ル で の 高等教育の
妥当 な 規模， 大学院の量的 な拡充， 国公私立大学の
役割分担等 の検討事項があ げ ら れ て お り ま す。 大学
院制度の改革 と し て は ， 車越 し た教育研究拠点 と し
て の 大 学 院 を 整 備 す る た め の 具体 的 シ ス テ ム の 構
築， 大学院大学や 大学院 を 中 心 と し た 大学の 設置促
進， 高 度専門職業 人の養成 に 応 じ た修業年限の弾力
化， 社会に聞か れ た 大学院や ， 国際的 に 開 かれ た大
学院 と な る た め の 条件整備 な どが挙 げられ て お り ，
学部 レ ベ ル の 改革で は ， 教育機能の 充実強化， 大学
の組織運営 シ ス テ ム の 改革が検討 さ れ る こ と に な り
ま す。 こ れ は こ れ ま で の大学制度 に根本的 な 変革 を
せ ま る も の で あ り ， 大学 は 大 き な 課題 の前 に 立 た さ
れ て お り ま す。
こ れ ら の 課題 に つ い て ， 大学審議会での議論は 既




お り ま す。 京都大学 と い た し ま し で も ， 大学審議会
の答申 を 待つ こ と な く ， 自 ら の創 意 に 基づ き 積極的
に 改革 を 進 め な け れ ば な ら な い と 考 え て お り ま す 。
今 日 ， 地球環境問題 に代表 さ れ る よ う な 困難 な 問題
が 山 積 し ， 21世紀の 人類社会が ど う な っ て い く の か
と い う 深刻 な 疑問 が発せ ら れて い る 中 で， 大学 は 大
学本来の あ り 方 を 真 に 遂行 し て い る か謙虚かつ厳 し
く 問 う て い か な け れ ば な り ま せん。 不透明 な 深い霧
に お お わ れ た こ れか ら の百年 に 明 る く は っ き り と し
た 方 向性 を も っ た 光線 を 当 て ， 希望の持て る 未来 を
【大学の動き
長尾 真教授が第23代総長に就任
1 2 月 16 日 ， 井村裕夫総長の任期 満了 に 伴 い ， 長尾
真工学研究科教授 が本学第23代総長 に 就任 し た。
総長交代 式 は ， 12 月 24 日（水） 午 前 1 1 時 か ら 京大
会館 に お い て ， 奥田 東， 岡本道雄， 沢田敏男 ， 西
島安則元総長 を は じ め 各部局長， 評議員 ， 各種委員
会委員 長等本学関係者多数が出席 し て 行 わ れ た。
総長交代式 で は ， 野津経済学部長の教職員代表挨
拶 に 続い て ， 井村前総長の退任挨拶， 長尾総長の就
任挨拶があった。
長尾総長 は ， 就任挨拶の 中 で， 「教養教育 の充実，
特 に 少 人数教育 に 力 を 入れ ， 学生の学問 に対す る 興
味 を 引 き 出 し て い き た い。 ま た ， 世 界 各 国 の学生 を
引 き つ け ら れ る 国際競争力 の あ る 大学 と すべ く ， 学
部 ・ 大学院 に お け る 教育 の 充実， 研究の さ ら な る 進
展 を 図 り た い。」 と ， 新総長 と し て の 決意 と 抱負 を
述べ た。
新年名刺交換会
本学恒例 の 新 年 名 刺 交換会が， 1 月 5 日 （ 月 ） 午
前 10時 か ら 京大会館 に お い て ， 長尾 震総長 を は じ
め ， 岡本道雄， 沢田敏男 ， 西 島安則元総長， 井村裕
夫前総長， 名 誉教授 ， 教職員 約220名 の 出席 を 得 て
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浮かび上が ら せ る た め に大学の果 た すべ き 役割 は非
常 に 大 き い と 存 じ ま す。 改革の 方 向 や 内 容 に つ い て
の議論が学内外で活発 に な さ れ る よ う な 透 明性の高
い聞か れ た 大学運営 を めざ さ な け れ ば な り ま せ ん。
私 自 身 ， は な は だ非力 で は あ り ま す が， 京都大学の
全 て の 方 々 が さ ら な る 活力 を も っ て こ の未 知 な る 世
紀 を 切 り 開 い て 行か れ る 環境 を 少 し で も 良 く す る た
め に 全力 を 尽 く す覚悟であ り ま す の で ， ど う か よ ろ
し く お願い い た し ま す。
行 わ れ た。
は じ め に 長尾総長 か ら 新年 の挨拶があ り ， 次 い で
岡本道雄元総長の発声 に よ る 乾杯の の ち歓談 ， 午前
1 1時散会 し た。
京大広報
井村総長の中華人民共和国訪問
井村総長 は ， 12月 4 日 か ら 中 華 人民共和 国 に 出張
し ， 1 2 月 8 日 に帰 国 し た 。
本出張で は ， 日 中 医学協会奨学金10周 年記念式典
に 出席 し ， 「21 世紀 の 医 学 の重要課題」 と 題 し て 記
念講演 を 行 っ た。
併せ て北京大学， 清華大学 を 訪問 し ， 北京大 学 に
お い て は ， 校務委員 会主任 任 彦 申 教授 と 会見 し ，
去 る 1 1 月 2 日 に 行 わ れ た 京都大学創立百周年記念式
典 に 出席 し て い た だい た北京大学陳 佳海学長 に
対す る 感謝の意 を 表す る と と も に ， 大学問学術交流
協定締結校 で あ る 北京大学 と 京都大学の よ り 一層 の
交流推進 に つ い て 意 見 を 交 わ し た 。
ま た ， 清華大学 に お い て は ， 清華大学王 大 中
学長等関係者 と 懇談し， 同 国 並 び に 同 大学 に お け る
高等教育 ・ 研究機関 の現状及 び本学 と の学術交流 に
部局長の交替等
大学院工学研究科長・工学部長
長 尾 真 大 学 院 工 学 研 究 科
長 － 工 学 部 長 の 総 長 就 任 に 伴
い ， そ の 後任 と し て 土岐憲三 大
学 院工学研究科教授 （土木 シ ス
テ ム 工学専攻 ラ イ フ ラ イ ン 工学
講座担 当 ） が12月 1 6 日 大学院工
学研究科長 ・ 工学 部 長 に 任 命 さ 土岐憲三教綬
れ た 。 任 期 は 平成 1 1 年 1 2 月 15 日 ま でで あ る 。
ユトレヒ卜大学， 口ーザンヌ大学
及びケンブリッジ大学との学術交流
本学 と オ ラ ン ダ王国のユ ト レ ヒ ト 大学 と の「学術
交 流 に 関 す る 一般的覚書」 が平成 9 年 6 月 26 日 に
ス イ ス 連 邦の ロ ー ザ ン ヌ 大 学 と 平成 9 年 6 月 30 日
に ， 連合王国 の ケ ン ブ リ ッ ジ大学 と 平成 9 年 9 月 3
日 に ， 交換 さ れ た 。
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北京大学校務委員会主任任 彦申教授と懇談する井村総長
関 し て 意 見 交換 を 行 っ た 。 ． 
な お ， 今回 の訪問 に は ， 吉井 晃庶務部庶務課秘
書掛長， 麻田 茂庶務 部 国際交流課国際企画掛長が
同 行 し た 。
（再任）
学生部長
宮崎 昭大学院農学研究科教授 （応用 生物科学専
攻動物機能 開発学講座担 当 ） が12月 16日 学生部 長 に
再任 さ れた 。 任期 は平成10年 3 月 31日 ま でで あ る 。
ユ ト レ ヒ ト 大学 は ， 1636 年 に 創 立 さ れ た 人文 ・ 社
会科学系及 び医学 ・ 自 然科学系 の 各 分野 を も っ総合
大学 で ， 教員 数 は3,728 人 ， 学 生 数 は 25, 125 人 で あ
る 。





会科学系及 び医学 ・ 自 然科学系の 各 分野 を も っ総合
大学で， 教員 数 は 770人， 学生数は8,500 人 で あ る 。
ケ ン ブ リ ッ ジ大学は ， 1209年 に 創 立 さ れ， 人文 ・
社会科学系及 び医学 ・ 自 然科学系 の 各学部 と ， 31 の
College等 を も っ総合大学で， 教員 数 は 1 ,500人 ， 学
外国人研究者との懇談会の開催
本学 に お い て教育 ， 研究 に 従事 し て い る 外国 人研
究者 と 本学教官等 と の 交流 を 促進す る た め ， 総長主
催 に よ る 「外国 人研究者 と 本学関係教官等 と の懇談
会」 が12月 1 日 （ 月 ） 午後 6 時 よ り 京大会館で開催
さ れ ， 外国 人研究者及 びそ の 同伴者186名 ， 並 び に
関係教官， 各部局長， 国際交流委員会委員 ， 国際交
流会館委員会委 員 及 び そ の 同伴者62 名 の 合計248名
が出席 し た 。
懇談会 は ， 井村総長の挨拶で始 ま り ， 引 き 続 き ，
井村総長 よ り 長尾次期総長の紹介があ り ， 長尾次期
総長 か ら 挨拶があった 。 次 い で外国 人研究者 を 代表
し て ， 文学研究科の Lothar LEDDEROSE ハ イ デル
ベ ル ク 大学教授 と 丁 津泰数理解析研究所講師が
京都 に お け る 生活， 京都大学 の 印 象等 に つ い て のユ
ー モ ア を 交 え た ス ピ ー チ を 行 っ た 。 続 い て ，
人権週間に因む研修会の開催
1 2 月 3 日 （水） 午後 3 時か ら ， 附 属 図 書館 （ 3 階）
AVホ ー ル に お い て ， 人 権週 間 に 因 む研修会が開 催
さ れ た。
本研修会は， 学内外か ら 講師 を 迎 え て 本学教職員
を 対象 と し て 同 和 ・ 人権問題 の啓蒙 を 図 る 目 的 で ，
毎 年 ， 春秋の 2 回 開 催 し て お り ， 今 回 は 田 宮 武
関西大学社会学部教授 を 講 師 に迎 え た 。
最初 に ， 井村総長 か ら 「人権問題 は ， 基本的 人権
に かか わ る き わ め て 重大 な 問題 で あ り ， す べ て の 教
職員 が こ の 問題 に つ い て よ り いっそ う 理解 を 深め て
い た だ き た い 。 」 と 挨拶が あ っ た 後 ， 田宮先 生 が
「大学生 の 人権 意識 を 考 え る 一 部落 問題 を 中 心 に し
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生 数 は 14,500 人 で あ る 。
本学の 「覚書Jの交換校 は ， 上記 3 校 を 含め て 現
在 18か国33大学 2 大学群で あ る 。
〈注〉教 員 数及 び学 生 数 は ， 「THE W ORLD O F  
LEARNING, 1997」 に よ る 。
安藤国際交流委員会委員 長 の 発声 に よ る 乾杯でパ ー
テ ィ ー が始め ら れ， な ごや か な 懇談 の 中 ， 盛会の う
ち に午後 8 時過 ぎ に閉会 し た 。
て －」 と い う テ ー マ で講 演 を 行った。
こ の研 修会 に は ， 教職員 約 1 10 名 が 出席 し ， 熱心
に聴講 し た 。
京大広報
火災予防と年末特別消防演習
本学教職員並 び に 学生諸君 に は ， 日 頃か ら 火災予
防 に ご協力願って い る が， 火気の使用 が多 い 時 季 に
あ た り ， 一 人 一 人 が 防 火 に つ い て の 認識 と 理解 を
平成9年度の停年退職教官
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な お 一層 深め る よ う お願いした い 。 ま た ， 消 防署 に
よ る 本年度 の 立 入検査 に お い て 指示 の あった喫煙管
理の徹底， 避難設備の改善， ボ ン ベの転倒防止措置
及びコ ン セ ン ト の 取替等種 々 の事項や ， 各学部等で
実施した 消 防用 設備の 点検等 に お い て 改善 を 要す る
と さ れ た 事項 に つ い て は ， 早急に措置 さ れ る よ う お
願いした い。
本学 に は ， 学 内 の 火災事故 に 備 え て 自 衛消 防団が
置 か れ て い る が， 本部地区 自 衛消 防 団 に よ る 恒例 の
年末特別消防演習 を 12 月25 日 （木） 実施した。 当 日
は ， 構 内82 カ 所の屋外消 火栓の位置及 び水圧確認 を
行った 後， 午後 3 時15分 よ り 本部構内 に お い て ， 自
衛消 防 団 の 消 防車 に よ る 放水訓練 を 行った。
（経理部）
京都大学教員停年規程 に よ り ， 次 の 方 々 （教授35名 ， 助教授 8 名 ， 講 師 2 名 ， 助 手 6 名 ） が本年 3 月 31 日 付
で退職 さ れ る 。
部 局 氏 名 生年月日 出身地 講 座 等 研 究 分 野 等出身校
昭和 兵 庫 人間学科 ドイツ語圏における詩的自我の構造， 20総合 人 間 学 部 内 藤 道 雄 9. 10. 14 京 大 人間基礎論議座 世紀美術， 現代哲学思想、， 及びマリア祭拝の文化史的研究
六反田 Jj女 ク 鹿児島 図際文化学科 中世英文学の研究，， 10. l. 2 京 大 文明論議座
秋 葉 知 混 ，， 岡 山 基礎科学科 可換代数の研究,,, 9.10. 8 京 大 数理基礎論講座
武 内 章 ，， 北海道 基礎科学科 多変数解析関数論の研究ゐ 9. 9. 17 北 大 数理基礎論議座
，， 滋 賀 基礎科学科 プラズマ物理学， 特に粒子ビーム及びプ，， 毛 利 明 博 9. 6. 16 京 大 自然構造基礎論講 ラスマ閉じ込めに関する研究座
大学院文学研究科 水 垣 渉 ，， 岐 阜 思想文化学専攻 古代キリスト教思想に関する研究及びキ10. 3. 12 京 大 哲学・宗教学講座 リスト教学基礎論
服 部 春 彦
,,, 京 都 歴史文化学専攻 フランス近代社会経済史の研究。 9. 4.30 京 大 西洋史学講座
大学院法学研究科 谷 口 安 平
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割1 局 氏 名 生年月日 出身地 講 座 等 研 :tL 分 野 等出身校
昭和 兵 庫 経済システム分析 統計学。 社会・経済の統計データに闘す
大学院経済学研究科
野 津 正 徳 10. 2. 19 京 大 専攻 る統計調査， 統計体系， 統計解析方法の
統計 ・ 情報分析講座 研究
え〉 東 京 物理学・宇宙物理 素粒子物理学の実験的研究。 特に時間空大学院理学研究科 政 池 明 9. 11. 3 京 大 学専攻 間対称、性の研究， 依子のスピン構造の研粒子物理学講座 究， 超高エネルギ一宇宙線研究
イシ 東 京 物理学・宇宙物理 理論天体物理学。 特に相対論的降着円盤イシ
加 藤 正 二 10. 1. 13 東 大 学専攻 の構造と安定性・活動性に関する理論的宇宙物理学講座 研究
冨 凹 克 敏 イシ 熊 本 地球惑星科学専攻 珪椴塩鉱物の結晶化学的研究イシ 9. 10. 12 京 大 地球物質科学講座
． 
岩iX<J 羽t tM ，， 北海道 生物科学専攻 植物における遺伝子の転写調節機構に関,, 9. 7. 19 北 大 分子植物科学講座 する研究
，， 大 阪 生物科学専攻ク 山 岸 秀 夫 情報分 子高Hll抱学講 微生物と免疫系の分子遺伝学的研究9. 12. 2 京 大 座
理 t寸d 与ー 部 菊 池 茂 智
4シ 静 岡 附属地球熱学研究 地殻変動観測による阿蘇火山の噴火過程
10. 2. 7 京 大 施設 の研究
,,, 兵 庫 社会医学系専攻 生体エネルギー論と酸素代謝に関する研大学院医学研究科 折 井 豊 9. 11. 24 阪 大 社会予防医学講座 q九h」公衆衛生学分野
，， 京 都 内科系専攻 骨髄腫， 免疫不全症およびその周辺疾患ぞシ
加 納
正 10. l. 10 京 大 臨床器官病態学講座 に関する研究血液病態学分野
今 熊 本 内科系専攻 川崎病の病因および治療に関する研究。’F 古 庄 巻 史 9.10. 8 京 大 発生発達医学講座 小児アレルギー疾患の診断と治療に関す発達小児科学分野 る研究
． 
宅〉 三 重 外科系専攻 麻酔と手術侵裂の中継神経機能に対する，， 森 健次郎 9. 7.13 京 大 器官外科学講座 作用に関する研究
臨床病態生理学分野
，， 石 川 分子医学系専攻 放射線の遺伝的影響， 発がんに関与して，， 武 部 Pr二� 9. 8. 19 東 大 遺伝医学講座 いる造伝的要因， 遺伝子医療にかかわる放射線遺伝学分野 倫理的課題などに関する研究
,,, 岐 阜 脳統御医科学系専攻 神経内科における臨床電気生理学に関す，， 木 村 i享 10. 2.25 京 大 脳病態生理学講座 る研究臨床神経学分野
，， 京 都 脳統御医科学系専攻 芸術療法（絵画）， 病跡学， 東洋医学医 学 部 附属病院 今 箇 美楽子 9. 10. 10 同志社大 ）］菌病態生理学講座 （“証” の心理学的 アプローチ）
（精神科神経科）
，， 岡 山 機械物理工学専攻 高速イオンと国体の相互作用の研究・結大学院工学研究科 万 波 通 彦 10. 2. 12 京 大 メゾスコピック物 品成長の研究・結品表面に関する研究性工学講座
石 井 慶 之
，， 愛 媛 機械物理工学専攻 多価イオンの分光学的研究今 9. 7. 17 京 大 物性工学講座
大 矢 勇次郎
，， 岐 阜 数理工学専攻 偏微分方程式論イン 10. 3.21 京 大 応用数学講座
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部 局 氏 �I 生年月日 出身地 講 座 等 石月 ヲE 分 野 等出身校
昭和 兵 庫 応用システム科学 情報・通信に関する研究， 論理システム大学院工学研究科 長谷川 利 治 9. 5. 23 阪 大 専攻 に｜到する研究， 交通システムに関する研情報通信講座 究
イシ 大 阪 材料化学専攻 無機材料の基礎化学， 特に化学結合， 構イン 曽 我 直 弘 9. 8.24 京 大 無機材料化学講座 造と物性の柏｜剥性の究明と機能性非品質材料への応用に関する研究
ウ ｜岐 阜 物質エネルギーイヒ 電気科学的当量点決定法の研究・l打水電イン 富 田 奥志郎 9. 12.24 岐阜大 学専攻 解時のトリハロメタン等の生成抑fill］法の基礎エネルギー化学講座 研究・電池材料の分析j去の研究
乾 智 行
,, 鳥 取 物質エネルギー化 エネルギー資源の新規合成， 化学工業基イシ
10. 1. 17 京 大 学専攻 幹原料の新規合成， 温暖化物質の高述変
触媒科学講座 換， 排気物質の効果的触媒浄化
． 
山 本 雅 Yi:
イシ 香 川 高分了ー化学専攻 高分子光化学に関する研究イン 10. 3. 11 京 大 高分子物性講座
イシ 京 都 地球環境科学専攻 森林のガス交換機能， 水循環に及ぼす影大学院農学研究ヂ｜ 小 橋 j章 治 9. 4.20 京 大 生物環境科学講ff 響， 上砂災害予測に関する研究， 緑化工森林水文学分野 学に｜立lする研究
,,. 愛 媛 生物資源経済学専攻 農業経常論， 地球農業論， 農産物価格流，， j藤 谷 築 次 9. 7.28 京 大 農企業経営情報学講座 通論， 民協論， y立政論等， 農業経済学の農業組織経営学分野 幅広い分lllf'の研究
，， 岐 阜 文化・ 地域環境 学 スラヴ言語学， 一般言語学， 言語類型学大学院人問。環境学研究科 Ill r:-1 厳 9. 7.29 京 大 専攻 の研究文化環境言語基礎論講座 研究テーマー一言語と認識の問題
，， 大 阪 アフリカ地域研究 アフリカにおける在来農業の地域住；とそペシ 高 村 泰 雄 9. 9. 1 京 大 専攻 の変容に関する農業生態学的研究地j袋生態論講座
化 学 研 究 所 小 田 順 一
，， ｝；｛ 右目 �I=. f本分子機能研究 生体触媒の構造と機能解析およびその応
9. 12.20 京 大 苦l\P'J 用に関する研究
． 
十m 木 茂 ’， 岩 手 ｜約属原子核科学研 少数核子系における核反応メカニズムと’d 10. 1. 9 京 大 究施設 軽い原子核のクラスター構造に関する研
努
人 文 科 学 研 究所 飛鳥JIニ 雅 道
ク 東 京 日本文化研究部 門 口本近世および近代の精神史と文化構造9. 11. 26 京 大 に関する研究
，〉 東 京 細胞調節学研究部 放射線と増感剤，i血熱療法， 術中照射法胸部 疾患研究所 高 矯 正 治 9. 6.24 京 大 F可 併用による梅治療の研究， 微小核測定による照射効果早期予知j去の研究
今 長 野 木質材料機能研究 木材の燃焼とその制御に関する研究およ木 質 科 学 研 究所 石 原 茂 久 9. 9. 12 三重大 部門 びそこから創成される木炭の高機能性炭素材料素材の開発研究
食 糧 科 学 研 究所 井 田 正 二
，， 鳥 取 食糧生産環境 研究 植物の無機窒素同化系蛋tel質・酵素の分
10. 2.25 烏線医大 音rs門 子生物学的研究
鬼 頭 誠
ξ， 京 都 食総設計利用研究 タンパク質と脂質の相互作用並びに調節。
9.11.24 京 大 部 門 的代謝に関する研究
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音II 局 氏 名 生年月日 出身地 講 座 等 研 究 分 野’ 等出身校
昭和 傾 向 附属地震予知研究 地震活動の時空間分布や地震波形による防 災研 究 所 i度 透 晃 9. 9.20 京 大 センター 応力変化を用いた， 地域別の地震発生ポテンシャルに関する研究
江 頭 庸 夫
ペシ 神奈川 附属火 山 活動研究，， 火山活動にともなう地盤変動の研究10. 4. l 京 大 センター
，， 兵 庫 遺伝子動 態調節研 遺伝子ゲノムDNAの動態調節メカニズム，ウイルス研 究所 永 田 俊 夫 9. 8. 14 京 大 究部 門 特に白己複製， 修復等の分子生物学的研分子遺伝学研究分野 1E 
． 
，， 兵 庫 生体応答 学研究部 ス モン患者から分離した新種Inoue Melnick ，， 西 部 陽 子 門 ウイルスと慢性中継神経疾患並びに大腸9. 10.31 京 大 感染防御研究分野 痛のウイlレス学的研究
原 子 炉 実 験所 秋 吉 恒 和 ,,, 福 岡 中性子科学研究 部10. 2. 15 九 大 門 低速中性子理工学
前 田 利 夫
。 兵 庫 放射級生命科学研，， 生体高分子化合物の構造解析9. 6. 19 甲南大 究部 門
水 間 長 代
。 長 野 放射線生命科学研 大腸菌及び放射線耐性菌のDNA修復機構，， 
10. 2. l 奈良女大 究部 門 に関する研究
dン 愛 媛 附属原子炉応用セ 原子炉の熱水力 学的安全性及び異常診断，， 西 原 英 晃 に関する研究， 並びにエネルギ一社会教9. 7.20 京 大 ンター 育に関する研究
霊 長 類 研 究所 東 i� 
’， 京 都 附属ニホンザル野 霊長類の社会生態学：附乳類の生態学・
9. 10.26 京 大 外観察施設 野生生物管理 学・自然保護の生態学
生体医療工学研究センター F日仁I 嘉 明 ，， 京 都 生体材料学研究部 歯科材料・生体材利の基礎的ならびに臨9. 5.10 大阪歯大 門 床的研究。医療工学に関する研究
． 
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平成10年度予算案を観て
我が国 の財政が危機的状況 に あ る こ と を 踏 ま え ， 財政構造改革 と い う 観点で編成 さ れ た 平 成10年度予算案 を
観 ま す と ， 国立大学 に と っ て 基幹的経費 で あ る 学生 ・ 教官 当 校費 が 2 %カ ッ ト ， 機器の 運転経費 ， 施設の 運営
経費が15%カ ッ ト と 厳 し い 内容 と な っ て お り ま す が， 本学 の 要求 し ま し た ア ジ ア ・ ア フ リ カ 地域研究研究科，
情 報学研究科の新設， 改 組 に よ る 再生医科学研究所の設置 な ど， そ の 内容が時代 の 要請 に沿っ た も の と し て ，
限 り あ る 予算の 中 で認め ら れ大変喜 ば し く 思 っ て お り ま す。
限 り あ る 予算 を 効率 的 に 使 用 し て ， 本学の教育研究水準 を 引 き 続 き 高 め て行 か な けれ ば と 考 え て お り ま す 。
教職員 の皆様方 の ご協 力 を お願い致 し ま す。
平 成10年 1 月 13 日 総長 長尾 翼
平成10年度予算案の概要
平成10年度予算編成 は ， 平成 9 年12月 5 日 に公布
施行 さ れ た財政構造改革の推進 に 関 す る 特別措置法
（法律第 109 号） 等 を 踏 ま え ， 各 歳 出 分野 に おける 改
革の 基本方針， 主 要 な 経費 に かか る 量的縮減 目 標 に
従 い ， 歳 出 全般 に つ い て聖域 を 設ける こ と な く 徹底
し た 見直 し に 取 り 組み ， 特 に ， 政策的経費 で あ る ー
般歳出 に つ い て は ， 各種施策 に つ い て 優先順位 の厳 ． 
し い選択 を 行 う と と も に ， 社会経済情勢の変 化 に即
応 し た 財政需要 に 対 し て は 財源の重点的・ 効率的
配分 を 行 う こ と に よ り 歳 出 規模 を 対前年度 当 初予
算比マ イ ナ ス と な る よ う 厳 し く 抑制 さ れ， 平成 9 年
12月 25日の閣議で政府案が決定 さ れ た 。
予 算 額 案
区 分 子 成 9年度 予 成 10年 度 比較増ム減額 増減率
国の一 般 会 計 77兆3,900億円 77�包6,692億円 2,792億円 0.4% 
国 債 費 16兆8,023億円 17兆2,628億円 4,605億円 2.7% 
地方交付税交付金 15兆4,810位、円 15兆8,702億円 3,892億円 2.5% 
一 般 歳 出 45兆 1,067億円 44兆5,362億円 ム5,705億円 ム1.3%
文部省一般会計 5兆8,198億円 5兆7,909億円 ム289億円 ム0.5%
（うち特会繰入 l兆5,550億円 1兆5,335億円 ム215億円 ム1.4%)
国立学校特別会計 2兆6,848億円 2兆7,009億円 161億円 0.6% 
人 件 費 l兆4,505億円 l兆4,677億円 172億円 1.2% 
物 件 費 l兆2,343億円 l兆2,332億円 ム11億円 ム0.1%
（参 考）
区 分｜ 平 成 8年度 ｜ 平 成 9年度 ｜ 比較増ム減額 ｜ 増減率
国立学校特別会計｜ 2兆6 406｛意円 ｜ 2兆6 848｛�円 I 442億円 I 1.7% 
（うち物件費｜ l兆.2,207億円 ｜ 1兆2,343億円 I 136億円 I u %) 
な お ， 国家公務 員 の 定員 に つ い て も ， 一層 の新規 に 関す る 特別措置法 で は ， 国立学校特別会計繰 入 れ
増 員 の抑制及び定員 削減の実施 を 図 る こ と と し ， 国 に つ い て は 集 中 改革期 間 中 は対前年度当 初予算 を 上
家公務員 の一層 の純減 を 行 う こ と と さ れ て い る 。 回 ら な い と さ れ て お り ， か つ ， 「財政構造改革の推
こ の よ う な 中 で， 平 成10年度の 文部省所管予算 は ， 進 に つ い て（平成 9 年 6 月 3 日 閣 議 決 定 ） J で は ，
財政構造改革の た め の 集 中 改革期 間 と い う 極め て厳
し い財政状況 の 下で は あ る が， 現内 閣 の 6 大改革の
1 つ で あ る 教育改革の着実 な推進 に 配慮 し ， 限 ら れ
た 財源 の 中 で種 々 工夫 を 行い な が ら ， 教育 ・ 学術 ・
文化 ・ ス ポ ー ツの 各 般 に わ た る 一層 の 充実 ・ 発展 を
図 る 額 を 確保 し た と こ ろ であ る 。
国立学校特別会計 の 予算 は ， 財政構造改革の推進
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思 い 切 っ て 抑制 す る こ と と さ れて い る こ と か ら 歳入
歳出 の徹底 し た 見 直 し を 行 い ， 大学審議会及び学術
審議会の 答 申 や科学技術基本計画等 を 踏 ま え つ つ教
育研究環境の改善充実 を 図 っ た と こ ろ で あ る 。
具体的 に は ， 一般会計 よ り 受 入 が対前年度同額以
下 に抑制 さ れ る こ と 及び人件費 ・ 学年進行等義務的
経 費 の 増 加 に 対処す る た め ， 歳 入面 に お い て は ， 附
． 
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属 病 院収入及 び民間資金の受入増 ， さ ら に ， 授業料
に つ い て 平成 1 1 年 度 入 学者か ら 物 価 動 向 等 を 考慮
し ， 学部学生の場合で， 月 額800円 （年額9,600円） ，
〔現行469,200円→改定後478,800円〕の増額改定 を 行
う な ど 自 己財 源 の 確保 に 努 め ， 歳 出 面 に お い て は ，
制 度 の 見 直 し・ 合理化の観点か ら ， 学生・ 教官当 積
算校費 の単価ム 2 %， 設備充実費 ・ 附属施設経費 ・
特殊装置維持費 ・ 共 同 利 用研究施設運営費 な ど運営
経費ム15%の縮減 を 図 り な が ら ， 学長裁量経費の拡
充， 教育研究 の 活性化推進， 新 た に 学生の イ ン ター
ン シ ッ フ。の推進 や 新 産 業 の 創 出 に つ な が る 新 た な
産 －学連携の推進 の た め キャ ン パ ス ・ イ ン キ ュ ベ ー
シ ョ ン を 構築 す る と と も に ， 受託研究関係 の 予算科
目 の 一本化 を 図 る こ と と し て い る 。
な お ， 一般会計の う ち 大学関連の主 な も の と し て
科学研究費
1,122億円→1,1 79億円 （57億円， 5.1%増）
未来 開拓学術研究推進事業
206億円→218億円 ( 12億円， 5.8%増 ）
育英奨学事業 （ 育英資金貸付金）
874億円→891 億円 ( 1 7億円， 1 .9%増 ）
な ど充実が図 ら れ て い る 。
． 平成10年度国立学校特別会計予算内示（本学関係）の概要
平 成 10年度 国立学校特別会計予算内示の本学関係の主 な事項の概要 は 以下 の と お り であ る 。
事 項










（工学研究科 電子通信工学， 数理工学， 情報工学， 応用システム科学専攻の廃止）
'ii'i報学研究科（独立研究科）

























（教育学） ｜臨床教育実践研究センター（法 学） 間際法政文献資料センター
（理 学）臨海実験所， 天文台， 機器分析センター， 地俄気世界資料解析センター，分子発生生物学研究センター， 地球熱学研究施設
（医 学）動物実験施設， 先天異常標本解析センター， 総合解剖センター
（薬 学）楽!11他物園
（工 学）イオン工学実験施設， メゾ材料研究センター， 環境質市lJ御研究センター













































医学部附属動物実験施設 は ， 昭和47 ( 1972） 年 に
設置 さ れ， 昭和49 ( 1974） 年 に 医学部基礎構 内 に 地
上 4 階 ・ 地下 2 階， 延べ6,490m2の動物実験棟が建
設 さ れ た 。 現在で は ， 教官 2 名 と 技官等10数名 に よ
って ， 多種類 の 実験用動物 を 収容す る 学内 共 同 利 用
施設 と し て 運営 さ れて い る 。
こ の た び， 本 年 で25周年 を 迎 え た の を 記念 し て ，
1 1 月 7 日 （金） 午後 2 時 よ り ， 医学部基礎第一講堂
に お い て 関係者約100名 出席の も と 設立25周 年記念
式典， 記念講演会が開 催 さ れ た 。
記念式典で は ， 本庶 佑医学研究科長 ・ 医学部長
の挨拶 に 続 い て ， 井村裕夫総長， 翠川 修名誉教授，
国立大学動物実験施設協議会会長校 （新 潟大学） 佐
藤徳光先生か ら 祝辞が述べ ら れ， 祝電披露後， 芹川
忠夫附属動物実験施設長 よ り 動物実験施設の25周年
の あ ゆ み に つ い て説明が行わ れ た 。
引 き 続 き ， 「医学生物学研究 に お け る 実験動物 の
貢献」 と い う テ ー マ の も と 本庶 佑医学研究科長
が 「新 し い モ デソレ 疾 患 マ ウ ス J ， 山岡義 生 教授 が
「外科 に お け る 動物実験， 今 と 昔」 ， 芹川忠夫附属動 ． 
物実験施設長が「動物実験施設で育 て た ネ ズ ミ た ち j
と 題 し ， 記念講演 を 行った。
な お ， 祝賀会が芝蘭会館 に お い て ， 和 や かな雰囲







京都大学で初 め て の 放射線施設の消 防訓練が， 放
射性同位元素総合セ ン タ ー に お い て 1 1 月 1 1 日 に実施
さ れた 。 阪神 ・ 淡路大震災以後， 京都大学 に お い て
も 地震 や 火災 を 含 む緊急事態への対応策 の整備は計
ら れて き た が， 今 回 ， 放射性同位元素総合セ ン タ ー ，
医学部， 放射線生物研究セ ン タ ー ， お よ び事務局庶
務部研究協力課は左京消 防署 と 合同 で ， 放射性同位
元素総合セ ン タ ー 教育訓練棟 （医学部構内） を 訓練
場所 と し て ， 実地訓練 を 行 っ た 。
ま ず， 午後 1 時30分訓練棟 2 階で 火 の 手が上がっ
た と い う 想定で発煙筒 が点 火 さ れ ， 「避難 ・ 誘導訓
練」 か ら 「通報訓練j へ と 進 ん だ。 通報 8 分後 に 消
防 関 係 車輔 8 台が， 教育訓練棟 周 辺 に 集結 し ， 「救
助 ・ 消 火活動J を 開始 し た。 一般火災 と 異 な り ， 放
射線施設の 火 災 で は ， ま ず放射線防護服 に 身 を 包 ん
だ救助隊が， 放射線測定器 を 携帯 し て 周 辺の放射線
量 を 測定 し ， 消 防隊員 の 安全 を 確認 し た後， 救助 ・
消 火活動 に 入 っ た 。 室 内 の 放射性物 質 に よ る 汚染 が
な い こ と を確認 し て ， 2 階実 習 室 に閉 じ 込め ら れ た
l 名 を 救出 し た 。 全 て の訓練が順調 に 進 み ， 最 後 に
訓練棟 に 向 け て放水 し 消 防訓練 を 無事終了 し た 。
訓練終了後， 左京消 防署予防課長 と 放射性同位元
素総合 セ ン タ ー 長 か ら の 講評があ っ た 後， 消 防隊員
に対す る 放射線基礎教育や教職員 ・ 施設利用 者 に 対
す る 消 火器 ・ 救助袋使用 訓練 ま た双方 の意見交換
平成9年度の停年退職教官
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会 も 行 っ た 。
今 回 の 消 防訓練 を 振 り 返 る と ， 日 頃か ら 大学 と 消
防署が連絡 を 密 に 取 り 合い ， お互い の 理解 を 深め る
必要があ る こ と を 痛感 し た 。 放射線施設の教職員 や
利 用 者 は ， 法令に定め ら れ た 安全教育 と 訓練 を 受 け
て は い る が， 地震， 火 災 な ど緊急事態の対応は不十
分 で あ り ， こ の よ う な 実地訓練 を 重 ね る こ と の必 要
性が認識 さ れ た 。 京都大学 に は各構内 に20 カ 所 以 上
の 放射線施設があ り ， 理工系 の研究室で は放射線以
外 の 危険物 な ど も 利 用 さ れ て い る こ と を 考 え る と ，
今 回 の訓練が緊急事態 に 対 す る 対応への 理解 を 深め
る き っ カ、け に な っ て ほ し い と 原夏 っ て い る 。
（ 放射性同位元素総合セ ン タ ー ）
京都大学医療技術短期大学部教員 停年規程に よ り ， 次 の 方 （助教授 1 名 ） が本年 3 月 3 1 日 付で退職 さ れ る 。
部 局 氏 名 生年月日 出身地 講 座 等 研 4ノ 色u 分 野－ 等出身校
昭和 岡 山 生前行動援助を受ける側の負荷（エネル
医療技術短期大学部 横 山 文 子 9. 8. 7 京大医学部 看護学科 ギ一代謝， 血圧， 脈拍等）の度合いから隅看護学校 みた援助方法の研究
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【 京都大学の環境保全への取 り 組み 】
京都大学の環境保全への取 り 組みにつ いて
省資源， 省 エ ネ ル ギー を 始め と し て環境保護の対
策が世界的 に 求め ら れ る 中 ， 本 学 に お き ま し で も そ
の必要性 を 強 く 認識 し て お り ， 環境保全への取 り 組
み に つ い て検討 を 続 け て お り ま す。 こ の た び， 環境
保 全 委 員 会 か ら 本学 の 環境保全へ の 取 り 組 み と し
て ν 学内 で使用 さ れ る 紙 に よ る 環境への負荷低減 を
図 る た め に ， 紙 の 使 用 量 の 削 減， 再生紙の積極的使
用 ， 干村氏回収 を 徹底す る こ と 等 の 具体的行動が提案
さ れ， こ れ ら を 実施 に 移す こ と と な り ま し た 。
こ こ に 「 本 学 の 環境保全へ の 取 り 組 み に つ い て
（そ の 1 ) J を 『京大広 報』 に 掲載 す る こ と に よ り ，
さ ら に 全備成長 の理解 を 深 め ， 環境保全への取 り 組
み に積極的 に 協 力 く だ さ る こ と を 切 に 希望 す る も の
で あ り ま す。
平成 9 年 l l r J 26 Fl 
総長 井村 裕夫
平成 9 年11 月 26 日
京都大学の環境保全への取 り 組み について （ そ の 1 ) 
環境保全委員会
環境保全委員会は ， 平成 5 年 5 月 「占紙の 回収 と
再 生紙 の 利 用 促 進 に つ い て 」 （『京大広 報j No. 448 
掲 載） 実施 を 提案 し ， 本年 7 月 「環境保全への取 り
組み に つ い て 」 （『京大広報j No. 5 15掲載） 本 委 員
会の取 り 組み を 報告 し た 。
次 い で ， 10月 14 日 の 部 局 長会議 に お い て環境保全
委 員 会委 員 長か ら ， 省資源 ・ 省 エ ネ ル ギー の対策 と
し て ( 1 ） 再 生紙 の利 用 ， （2 ） 両面コ ピ ー の 励 行 ，
(3） 機密書類の資源化等の実施 に つ い て 報告 し ， 了
承 を 得 た の で， こ の た び， 下記の と お り 各部局 長 あ
て協力 方通知 し た も の で あ り ま す。
記
1 . 環境保全への取 り 組み （その 1 ） の実施 に つ い て
1 ） 本学 に お け る 再生紙の利 用 に つ い て
環境保全 ・ 木材資源の保護 と い う 大 き な 視野
か ら ， 紙の リ サ イ ク ル シ ス テ ム の 安定 を は か る
た め ， 本学で使用 す る 紙は ， 再生紙 の 利 用 が必
要 不 可 欠 で あ り ま す。
平 成 8 年度本学の紙 の 総使用 量 は ， 400t を 超
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え て い ま す が仮 に 普通紙 を 再生紙の利 用 に 切替
え た と い た し ま す と ， 二酸化炭 素 の 排 出 量 （t­
cl年） を ， 240.7t-c／年 か ら 14l .4t-c／年 ま で削減
す る こ と がで き ま す。
各部局が， 紙の一括購 入及 び学会誌等 ， 臨時
又 は緊急 に 紙 を 購 入す る 際 に も ， 必ず， 環境保
全への配慮 と 点検 を 行 い ， 再生紙 の 利 用 を 強 く
推進願い ま す。
0コ ピ ー 用 紙 ， プ リ ン タ ー 用 紙 ， 事務 用 筆 ，
紙製 フ ラ ッ ト フ ァ イ ル ， 付筆紙， イ ン デ ッ
ク ス 紙， 伝票等の紙製品
。外注 の 印 刷 物 ， （研究概要， 紀要， 広 報誌，
学会誌， 封筒， その他の 印刷物等。 ） 発注時
に業者に再生紙の使m を 指示す る と と も に ，
表紙等 に 再生紙使用 及び白色度率 を明記
2 ） 両面コ ピ ー の励行 に つ い て
し か し な が ら ， こ れ ら 再生紙の利 用 だ け で は ，
紙の総使 用 足 を 削 減す る こ と は で き ま せ ん。 そ
こ で本学 に お い て 両面コ ピ ー の励行 を 行 う こ と
に よ り ， 紙 の総使用 量 を 大幅 に 削 減で き ， ま た ，
紙購 入量の大 き な 減少で事務費等の節 減 も 可能
で す 。
研究室や事務室等で使用 のコ ピ ー 機 を 両面コ
ピ ー 使用 優先 の セ ッ ト を 行 い ， 両 面コ ピ ー を 積
極 的 に 実行願い ま す。 ま た ， 両面コ ピ ー 済 み の
用 紙 も 鉛筆 の 色 を 変 え て 使 用 す れ ば， メ モ 用 紙
と な る な ど紙の再利 用 は さ ら に推進 さ れ ま す。
O両面コ ピ ー 励行・ ミ ス コ ピ ー 削減 を 徹底す
る た めコ ピ ー 機付 近 に 張紙掲示
0広報資料， 評議会等 各種会議資料及び， 部
局 配布 の資料
。教授会等 の 部 局 で の 会議関係資料 は も と よ
り ， 授業の教材 ・ 教育研究資料等。 使 用 済
み 用 紙 ・ 封筒の 再使 用
O研究 者 及 び学生等が発表 に 使用 す る 研究論
文等
3 ） 古紙の分別 回収 ・ 資源化の促進 に つ い て
本学で は ， 平成 5 年度 よ り 29 の 部 局 が古紙の
分別 回 収箱 を 設置 し ， 古 紙 回 収 に よ る 資源化 を






室， 事務室等の ゴ ミ 箱 に 紙 の 大量投棄が見 受 け
ら れ ま す。
古紙の 目 的 は ， 紙 ゴ ミ の 減量 ， 省資源 ・ 省エ
ネ ル ギ ー で あ り ， 本学構成 員 の 各 人が， 紙の使
用 を 極力 避 け る 努力 が必 要 で あ り ま す。
本 委 員 会 で は ， 「古紙 の 分 別 回 収の 見 直 し 」
を 行い ま す の で ， 分別 回収箱 の未設置部局 は 早
急 に設置願い ま す。
0古紙回収ボ ッ ク ス の 点検 と 設置。 個 人用 ご
み箱縮減で手元 か ら 分 別 回 収の 徹底
O ラ イ ン プ リ ン タ ー 用 紙等 の 再利 用 ， 部局 で
分 別 回 収・ 資源化計画 の 立案
0情報 シ ス テ ム の整備推進 を 行 い ， 電子 メ ー
ル の 活 用 等 ペ ーパ ー レ ス 化
4 ） 機密書類の密封回収・ 資源化 に つ い て
本学で は ， 殆 どの 部 局 が機密書類 （研究上の
秘密事項 や 個 人の プ ラ イ パ シ 一 等 の 事項が記載
さ れ， そ の ま ま で は古紙回収 に 回せ な い も の 。 ）
の 大量発生 に よ る シ ュ レ ッ ダ ー 処理又 は焼却処
理が行 わ れ て お り ま す。 こ れ ら の機密書類の密
封 回収で資源化 を 推進願 う た め ， 直接部局 の 廃
棄物管理担 当 者が， 製紙工場へ密封箱 入 り の状
態 で持 込 み 責任 あ る 処理 を 行 う も の で あ り ま
す 。
0 シ ュ レ ッ ダ ー 使用 の 限定， 紙等の焼却処理
制 限
O シ ュ レ ッ ダ ー 屑 は ， 製紙業者 に 回収 さ せ リ
サ イ ク ル を 推進
O缶類， ピ ン 類， 廃 プ ラ ス チ ッ ク 等， 分別 回
収 シ ス テ ム の｛散底
5 ） 電力 消 費 の 低減策等 に つ い て
平 成 8 年 度 本 学 の 電 力 の 総 使 用 量 は ，
1 3 0 , 2 4 8 M W  h で 1 人 当 た り の 使 用 量 は
5,067kW h／年 と な り ま す 。 こ れ は ， 1 世帯 当
た り の 平均電力 使 用 量5,350kW h／年 と 同 等 で
あ り ま す。 家庭 と 大学で の 電 力 消 費 比較 は 問題
ですが， 大学の教育・ 研究活動等 は 大量 に エ ネ
ル ギ ー を 使 用 し て い る こ と が分か り ま す。
0冷暖房温度 の設定 （ 冷房28℃ ， 暖房20℃ ） ，
換気扇， ブ ラ イ ン ド の 使用 に よ る 対応等
0昼休 み の 蛍光灯等 不 要 場 所 の 消灯 ， OA機
器等未使用 時のパ ワ ー オ フ
41 3 
1 998. 1 No. 520 
0部局 で節電の実行計画， 事務の定時退庁促
進， 残業時の不要照明 の 消灯
0電力 機器購入時， エコ ロ ジ ー機器への更新等
2 . そ の 他
1 ） 環境保全への取 り 組み （ そ の 1 ） で は ， 主 に
紙 に 関 す る 環境負荷 の 低減 を 具体的 な 行動 内 容
のーっ と し て お り ま す。
そ の他， 自 動車通勤 ・ 通学の抑制， 水消 費 量
の抑制， 再生事務用 品 等 の 利 用 の促進， 環境保
全への研修等 々 が考 え ら れ ま す。
環境保全委 員 会 は ， 環境保全へ の 取 り 組 み
（ そ の II ） を 検討い た し て お り ま す。
2 ） 同 委 員 会 は ， 環境負 荷の 低減策等 に つ い て 学
内 で の ご意見 ・ ご要望等 を お 聞 き し ， 環境保全
へ の 取 り 組 み の 参考 と さ せ て い た だ き ま す の
で ， 環境保全委員会に ご意見・ ご要望 を お 寄せ
願い ま す。
参考 ： 「国 の事業者 ・ 消 費 者 と し て の環境保全 に 向
け た 率 先 実行 の た め の 行動 計画 に つ い て 」 （ 以 下 ，
「率先実行計画」 と い う 。 〔 別紙参照 〕 ） が 閣 議 決定
さ れ， 併 せ て各 省 庁 が行 う 取 り 組 み の 具体的細 目 が
環境基本計画推進関係省庁会議 に お い て 申 し 合 わ さ
れ て お り ま す。
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別紙
国の事業者 ・ 消費者 と し て の環境保全 に 向 け た取組の率先実行の た め の行動計画
〔 閣 議 決 定〕
〔環境基本計画推進関係省庁会議 申 合せ〕
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（平成 7 年 6 月 13 日 閣議決定）
環境基本計画 （平成 6 年12 月 16 日 閣議決定） に お い て は ， 多様 な 社会経済活動 の 中 に お い て ， すべ て の 主体
が， そ れぞれの 立場 に応 じ た公平 な 役割分担 の 下 で 自 主 的積極的 に 行動す る こ と に よ り ， 環境保全 に 関 す る 行
動 に参加す る 社会 を 実現す る こ と が求 め ら れて い る 。 特 に 国 は ， 通常の経済活動 の 主 体 と し て 占 め る 位置が極
め て 大 き い こ と か ら ， 自 ら がそ の経済活動 に 際 し て 環境保全 に 関 す る 行動 を 実行す る こ と に よ る 環境 負 荷 の 低
減が大 き く 期待 さ れ， ま た ， 地方公共団体や事業者， 国民の 自 主 的積極的 な 行動 を 求め る た め に も ， 国 自 ら が
率先 し て 実行す る こ と の 意義 は 高 い 。
こ の た め ， 環境基本計画第 3 部第 3 章第 3 節 に 基づ き ， 同 節 に掲 げ ら れ た 取組の分野 ご と に ， 国 の 各行政機
関 （以下 「関係省庁J と い う 。 ） が共通 し て 実施す る 行動計画 （以下 「計画j と い う 。 ） を 以下 の と お り 策定す
る 。 た だ し ， 関係省庁の う ち ， そ の 業務の実態 か ら み て 計 画 に掲 げ ら れ た取組の全部 又 は一部の実施 を 期 し が
た い も の に あって は ， 平成 8 年度末 ま で に ， 業務の範囲 を 限 り ， 当 該 業務の特性等 に 応 じ ， 計画 に 代 え て実施
すべ き 行動計画 （以下 「業務実行計画」 と い う 。 ） を 作成す る こ と がで き る も の と す る 。
計画 は ， 平成12年度 ま での 期 間 を 対象 と す る も の と し ， 実績， 技術の 進歩等 を 踏 ま え ， 平成 9 年度 末 ま で に ，
必要 に 応 じ 見 直 し を 行 う も の と す る 。
ま た ， 地方公共団体， 政府関係機関及 び所管公益法 人 に お い て も こ の計画の趣 旨 を 踏 ま え た 率先 的 な 取組が
行わ れ る こ と を 期 待 し ， 計 画 の 周 知 を 図 る と と も に ， 必要 な 支援 に 努め る も の と す る 。
な お ， 政府及び関係省庁がこ れ ま で に定 め ， 実行 し て き た 環境保全 に資す る 各 種取組 に つ い て は ， こ の計画





1 財 やサ ー ビ ス の購 入 ・ 使用 に 当 たって の 環境保全への 配慮
( 1 ) 生産段階で の環境負 荷 の少 な い 製 品 ， 原材料の選択
（ ア ） 再生紙の使用等
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購 入 し ， 使用 す る 用 紙類 中 の 初 め て使用 す る 木材パ ル プの 使用 量 を ， 現状比で ， 平 成12年度 ま で
に概ね80%以下 と す る こ と に 向 け て務 め る こ と と し こ の た め ， 用 紙類の古紙利 用 率の 向上等 を 極
力 図 る 。 ま た ， そ の他 の 紙類 に つ い て も 再生紙の使用 を 進 め る 。
（ イ ） 再生品等の使用
再生材料等 か ら 作 ら れ た 物 品 等生産段階での 環境 負 荷 の 少 な い製 品 ， 原材料の選択， 使用 を 極力
図 る 。
( 2 )  使用段階での環境負 荷 の 少 な い 製 品 ， 原材料の選択
（ ア ） 環境負 荷 の 少 な い燃料の使用
灯油， L P G , L N  G 等環境負 荷 の 少 な い燃料の選択， 使用 を 極力 図 る 。
（イ ） 省 エ ネ ル ギー 型 の O A 機器等の導入等
． エ ネ ル ギ ー 消費 の 多 い O A 機器， 家電製品 を 省 エ ネ ル ギ ー 型 の も の に 極 力 切 り 替 え る こ と と し ，
平成12年度 ま での 更新 に 当 たって計画 的 に実施す る 。
． 
（ ウ ） 節水機器等 の 導 入 等
洗濯機， ル ー ム エ ア コ ン 等の 買 換 え に 当 たって は ， 節水型等の環境負 荷 の 少 な い機器等 を 選択す
る こ と と し ， 平成12年度 ま での 更新 に 当 たって計画 的 に 実施す る 。
（ ェ ） 低公害車等 の 導 入 等
政府保有の公用 車の う ち 通常の 行政事務 の 用 に 供す る も の に 占 め る 低公害車の割合 を 平成12年度
に お い て概 ね10%に 高 め る こ と を 念頭 に 置 き つ つ ， 公用 車への 低公害車 の 導 入の 可 能性 を 積 極 的 に
検討 し ， そ の 結果 を 踏 ま え ， 率 先 的 ， 計画的 な 導入 に 努め る 。 ま た ， 環境負荷の 少 な い 車 の導 入 を
極力 図 る 。
（ オ ） そ の 他使用段階での 環境負荷の 少 な い 製 品 ， 原材料の使用
そ の 他使用段階で の 環境負 荷 の 少 な い 製 品 原材料の使用 を 極力 図 る 。
( 3 )  そ の 他環境負荷の 少 な い 製品 ， 原 材料等の選択
（ ア ） 環境負 荷 の 少 な い 製 品 ， 原材料の使用
環境負 荷 の 少 な い製 品 環境保 全 に 寄与す る 製品 の選択 を 極力 図 る 。
（ イ ） 物 品等の調達 に係 る 推奨 リ ス ト の 策定
関係省庁の物品等の調達 に 当 たって参考 と す る た め ， 平成 8 年度 末 ま で に ， 物 品 等 の 環境負 荷の
少 な い仕様， 材 質等 に 関 す る 推奨 リ ス ト の 在 り 方 を 検討す る 。
( 4 ) 環境負 荷 の 削 減の た め の資源利 用 の節約
（ ア ） 用 紙類の使用 量 の 削 減
用 紙類の使用 量 を 平 成 12年 度 に お い て 現状比で増加 さ せ な い よ う 努め る こ と と し ， こ の た め ， 資
料の 簡素化， 両面印刷等 を 極力 図 る 。
（ イ ） 公用 車の台数の 見直 し
公用車の使用実態等 を 精査 し ， 台数の削 減 を 極力 図 る 。
（ ウ ） 製 品等 の 長期使用等
詰 め替 え 可能 な 製 品等 の積極的 利 用 等 に よ り 製品等の長期使用 等 を 極力 図 る 。
( 5 )  環境負 荷 の 少 な い 形態 の 販売方法 を 用 い る 商 品 の選択
（ア） エ ネ ル ギー を 多 く 消 費す る 自 動販売機の設置 の 見 直 し
庁 舎内 の 自 動販売機の台数及びエ ネ ル ギー 消費 の 見 直 し を 行 い ， 省 エ ネ jレ ギ ー 化， 台 数削 減 を 呼
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び掛け る 。
（ イ ） 購 入 時 の 過剰 包装 の 見 直 し
過剰 に 包装 さ れ た 商 品 の購 入 を 極力 避 け る 。
2 建築物 の建築， 管理等 に 当 た っ て の環境保全へ の 配慮
「国家機関 の 建築物及 び そ の 附帯施設の位置， 規模及 び構造 に 関す る 基準 （平成 6 年12月 15 日 建設省告示
第2379 号） J の適切 な 実施 を 踏 ま え つ つ 以下の取組 を 進 め る 。
( 1 ) 環境負 荷 の 削 減 に 配慮 し た 建築物等の整備
（ ア ） 適切 な 汚染物質処理施設等の設置等
有害物質等 の排出 の 削 減や適切 な 処理が図 ら れ る よ う 必 要 な設備 の 整備等 を 極力 図 る 。
（ イ ） 省 エ ネ jレ ギー ・ 省資源の推進
① 太陽光利 用 等エ ネ ル ギ ー の有効利 用 や 断熱性の 向 上等 を 通 じ て 建築物 の 省 エ ネ ル ギー 化 を 極力
図 る 。
② 廃棄物等か ら 作 ら れ た 建設材料の 利 用 の促進 を 極力 図 る 。
③ 電 力 使 用 量の平準化 を 極力 図 る 。
（ ウ ） 水利 用 の 合理化等
水利 用 の 合理化， 再利用 を 極力 図 る 。
（ エ ） 敷地等 の 自 然環境の保全等
緑地の確保等 を 極力 図 る 。
（ オ ） 環境負 荷 の 少 な い施工作業の実施
① 建築物 の 建築等 に 当 た っ て は環境負 荷の 少 な い 施工作業 を 発注者 と し て促す。
② 廃棄物 に つ い て ， 平成 12年度 に お け る 予測発生量 に対 し て 10%弱 の抑制 を 図 る よ う 発注者 と し
て促す。
（ カ ） そ の 他
① 消 火設備の 新設 に 当 た っ て は ， 原則 と し て ハ ロ ン 消 火設備 を 使 用 し な い。 ま た ， 更 新 ・ 廃止 に
当 た っ て は ， ハ ロ ン の適切 な 回収 を 図 る 。
② ク ロ ロ フ ル オ ロ カ ー ボ ン （ C F C ） を 使 用 し て い な い 空調設備等 を 積極 的 に 選択 し ， C F C の
使 用 量 の 削 減 を 図 る 。
( 2 )  環境負荷の削 減 に 配慮 し た建築物等の維持管理及 びそ の 周 辺 の 自 然環境の保全
（ ア ） 環境負 荷 の 削 減 に 配慮、 し た 建築物等の維持管理
① 有害物質等の排出 の 削減や適正 な 処理が図 ら れ る よ う 設備の維持管理 を 行 う 。
② 建築物等の 維持管理 に 当 た っ て は ， C F C の 適切 な 回収， 再 利 用 を 図 る 。
（ イ ） 緑化等の 環境整備 と 周辺の 自 然環境の保全の推進
① 所管す る 施設 に つ い て ， 環境 に 配慮 し た 緑化や緑地等 の維持及び管理 を 積極 的 に推進す る 。
② ごみ の 不 法投棄 の 防止 に務め る 等所管地の 環境の保全 を 図 る 。
（ ウ ） 地域づ く り に お け る 健全で恵み豊 か な 環境の確保への貢献
快適 な 環境の確保の一環 と し て ， 所管地 に お い て ， 豊 か な 自 然環境の積極 的確保 を 図 る 。
3 そ の他行政事務 に 当 た っ て の 環境保全への 配慮
( 1 ) 環境負 荷 の 削 減の た め の資源 ・ エ ネ ル ギ 一 利 用 の節約
（ ア ） 庁舎 に お け る エ ネ ル ギー 使用 量 の抑制等
事務所の 単位面積当 た り の電気使用 量 を ， 現状比で ， 平 成12年度 ま で に 概 ね90%以下 に す る こ と
に 向 け て 努 め る こ と と し ， こ の た め ， 庁 舎 に お け る 節電等 を 極力 図 る 。
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事務所の 単位面積 当 た り の上水使用 量 を ， 現状比で ， 平 成12年度 ま で に概ね90%以下 に す る こ と
に 向 け て 努め る こ と と し ， こ の た め ， 庁舎 に お け る 節水等 を 極力 図 る 。
（ ウ ） 公用 車等の 利 用 合理化等
公用 車で使用 す る 燃料 の 量 を ， 現状比で， 平成12年度 ま で に概ね90%以下 に す る こ と に 向 け て 努
め る こ と と し ， こ の た め ， 公用 車等の利用 合理化等 を 極力 図 る と と も に ， 併せて職員及び来庁者の
自 動車利 用 の抑制 ・ 効率 化 に 努 め る 。 エ ネ ル ギ ー 供給設備等で使用 す る 燃料の量 を ， 年 々 の気象状
況 を 考 慮 し 合 理 的 に 考 え ら れ る 使 用 量 の 変 動 を 除 い て ， 現 状 比 で ， 平 成 1 2 年 度 ま で に 概 ね
10%削 減す る こ と を 念頭 に 置 き つつ ， 計画 的 な 管理， 削 減 に努 め る 。
( 2 )  環境負 荷 の 削 減 の た め の廃 棄物 の 減量化， リ サ イ ク ル の推進等
（ ア ） 廃 棄物 の 量 の 削 減， 分別収集 に よ る リ サ イ ク ル の推進
各事務所か ら 排出 さ れ る 廃棄物の量 （湿重量） を ， 現状比で ， 平 成 12年度 ま で に 概ね75%以 下 に
す る こ と 及 び廃 棄物 中 の 可燃 ごみ の 量 を 同 期 間 に 概 ね70%以下 と す る こ と に 向 け て 努 め る こ と と
し ， こ の た め ， 再使用 や リ サ イ ク ル を 極力 図 る 。
( 3 )  環境汚染等の防止 に 配慮 し た 各種行政事務の実施
（ ア ） 環境汚 染等 の 防止
大気汚染物質排出量， 水質汚濁物質排出量の削 減 を 極力 図 る 。
地球温暖化影響物 質 で あ る 二酸化炭素 に つ い て ， 行政事務 に伴い直接 的及び間接 的 に排出 さ れ る
量 を ， 平成12年度 ま で の 間 ， 地球温暖化防止行動計画 （平成 2 年10 月 23 日 地球環境保全に 関 す る 関
係 閣 僚会議決定） を 踏 ま え て ， 抑制す る よ う 努 め る 。 な お ， 政府の行政事務 に 伴 い 直接的及び間接
的 に排出 さ れ る 二酸化炭素の実重量 に つ い て は ， 平 成 8 年度末 ま で を 目 途 に 推計 を 行 う 。
4 環境保全 に 関 す る 職員 に 対す る 研修等の実施
( 1 ) 職員 の 環境保全意識 の 向 上
（ ア ） 環境 に 関 す る 研修及び情報提供の積極的実施
職員 の 環境保全 に 関 す る 意識 の啓発 を 図 る た め ， 環境 に 関 す る 研修， 講演会等の積極的 な 実施 を
図 る 。
（ イ ） 環境保全活動への職員 の 積極的参加 の 奨励
希望す る 職員 が環境保全活動 に 参加で き る よ う ， 休暇 を 取 り やすい環境づ く り を 一層 進 め る 等必
要 な 便宜 を 図 る 。
5 計画の推進体制 の整備 と 実施状況の点検
( 1 ) 計画の実施状況の点検 を 踏 ま え た効果的 な 取組の確保
（ ア ） 推進体制， 点検体制 の 整備等
（備考）
計画 （ 業務実行計画 を 含 む 。 ） の推進 ・ 点検体制 を ， 平成 7 年度末 ま で に 関係 省庁が協議 し て 定
め る 。
1 計 画 に お い て 現状比 と は ， 平 成 7 年度 （ た だ し ， 関係省庁 に お い て ， 平成 7 年度以前 で計画実施の た め
の取組に 該 当 す る 行動 を 計画 的 に 実 施 し ， かつ 当 該年 度 の 実績が把握で、 き る 場合 は そ の年度） 比 を い う 。
2 計画 を 効果 的 に 実 施す る た め に 有効 な 具体的， 細 目 的 な 取組の例で あって ， 各省庁 に 共通 す る も の に つ
い て は ， 関係省庁が協議 し て 定め る 。
3 計 画 と 連携を 図 り つ つ適切 な 実 行 を 図 る も の と さ れ る 政府及び関係省庁の環境保全 に資す る 各種取組の
例 と し て は ， 省 エ ネ ル ギ ー ・ 省 資源対策推進会議 に お け る 決定等及 び行政情報化推進共通実施計画があ
る 。
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国の事業者 ・ 消費者 と し て の環境保全 に 向 け た 取組の率先実行の た め の行動計画 に つ い て
｜ 平 成 7 年 6 月 1 3 日 ｜ 
｜ 環 境 基 本 計 画 推 進 l
k 関係省庁会議 申 合せ ノ
国の事業者 ・ 消費 者 と し て の 環境保全 に 向 け た 取組の率先実行 の た め の行動計画 に つ い て （平成 7 年 6 月 13
日 閣議決定） に 基づ き ， 関係省庁が行 う 具体的細 目 的取組の 例 を 以下 の と お り 申 し 合 わせ る 。
関係省庁 は ， そ れぞれの実情 に 応 じ 可 能 な か ぎ り 積極 的 に こ れ ら の取組 を 実施 し ， 併 せ て そ の他の適切 な 取
組 を 行 う こ と に よ り ， こ の計画 の達成 に 最大限努力 す る も の と す る 。
本 申 合せ は ， 必要 に 応 じ ， 見 直 し を 行 う も の と す る 。
1 財 やサ ー ビ ス の購 入 ・ 使用 に 当 た っ て の環境保全への配慮
( 1 ) 生産段階での環境負荷 の 少 な い 製 品 ， 原材料の選択
（ ア ） 再生紙の使用等
① 購 入 し ， 使用 す る コ ピ 用紙， 事務用 筆， 伝票等の 用 紙類 に つ い て は ， エ コ マ ク ， グ リ ン
マ ー ク 等 各種環境 ラ ベ リ ン グ事業の対象 と な る 製品が入手可能 と な っ て い る こ と に か んがみ ， こ
う し た環境 ラ ベ リ ン グ事業対象製品 や こ れ と 同 等 の 再生紙 と す る 。
② 上記の 用 紙類 中 の 初 め て 使用 す る 木材パ ル プの使用 状況等 を 各省庁の部局単位 な ど適切 な 単位
で把握 し ， 管理 し ， 削減す る 。
③ 外注等 に よ る 印刷 物 ， 委託先の報告書 に つ い て は ， そ れ に使用 す る 紙 を ， 環境 ラ ベ リ ン グ事業
対象製品や こ れ と 同 等の再生紙 と す る 。 ま た ， こ れ ら 印刷物等 に お い て は ， 古紙利 用 率 を 明記す
る よ う 図 り ， そ の際 ， 可 能 な 場 合 は ， 市 中 回収古紙 を 含 む再生紙の使用 拡大が図 ら れ る よ う な 配
慮 を 行 う 。
④ 国が作成 し て い る 一部の教科書 に つ い て 再生紙の使用 を 進 め る 。
⑤ 可 能 で あ れ ば， 白 色度 の よ り 低 い 用 紙 を 選択す る 。
（ イ ） 再生品等の使用
① 購 入 し ， 使用 す る 文具， 機器， 作業衣等の物 品 に つ い て ， 再生材料か ら 作 ら れ た も の を 使 用 す
る 。
② 購入 し ， 使用 す る 紙類 ， タ オ ル 鎖等 に つ い て ， 無漂 向 製品 を 使用 す る 。
③ 間伐材， 小径材等の 木材や未利用繊維等 の 利 用状況の低位 な 原材料か ら 作 ら れ た 製 品 を 使 用 す
る 。
④ 初 め て 使用 す る 原材料か ら 作 ら れ た 製 品 を 使用 す る 場合 に は ， 再使用 又 は リ サ イ ク ル の ル ー ト
が確立 し て い る も の を 使 用 す る 。
( 2 )  使用段階での環境負荷の 少 な い 製 品 ， 原材料の選択
（ ア ） 環境負 荷 の 少 な い燃料の使用
購 入 ， 使用 す る 燃料 に つ い て ， 現 に 使用 し て い る 燃焼設備で利 用 可 能 な 場合 は ， 灯油， L P G , 
L N  G 等の 環境負 荷の相対的 に 小 さ い も の と す る 。
（ イ ） 省 エ ネ lレ ギ ー 型 の O A 機器等の導入等
現 に使用 し て い る パ ソ コ ン ， ワ ー プ ロ ， コ ピ ー 機等 に つ い て ， 旧 型 の エ ネ ル ギ ー を 多 く 消 費 す る
も の の廃止又 は 買 換 え を 計画 的 ， 重点的 に 進 め ， 買 換 え に 当 た っ て は ， エ ネ ル ギ ー 消費 の よ り 少 な
い も の を 選択す る 。 ま た ， こ れ ら の機器の新規の購 入 に 当 た っ て も 同様 と す る 。 な お ， 廃棄す る O
A 機器等 が廃棄物 と し て 処理 さ れ る 場合 に は ， 適 正 に 処理 さ れ る よ う 努め る 。 ま た ， 特 に ， 廃棄 さ
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れ る 冷蔵庫 中 の C F C に つ い て ， 適切 に 回収 を 図 る 。
（ ウ ） 節水機器等 の 導 入等
現 に使用 し て い る 洗濯機， ル ー ム エ ア コ ン 等 に つ い て ， 水多消費型等の廃止又 は 買 換 え を計画的，
重点 的 に 進 め ， 買 換 え に 当 た っ て は ， 節水型等の も の を 選択す る 。 ま た ， こ れ ら の機器の新規の購
入 に 当 た っ て も 同様 と す る 。 な お ， 廃棄す る 洗濯機， ル ー ム エ ア コ ン 等が廃棄物 と し て 処理 さ れ る
場 合 に は ， 適 正 に 処理 さ れ る よ う 努め る 。 ま た ， 特 に ， 廃棄 さ れ る ル ム エ ア コ ン 中 の C F C に つ
い て は ， 適切 に 回収 し ， 再利 用 さ れ る よ う 図 る 。
（ エ ） 低公害車等 の 導 入等
① 保有す る 公用 車の低公害車への 切替 え を ， そ の 条件整備 を 図 り つ つ計画的 に 進 め ， 当 該車両の
優先的 利 用 を 図 る 。 ま た 低公害車用燃料等 を 供給す る 施設の霞が関近傍地 に お け る 整備 の 在 り
方 に つ い て平成 8 年度末 ま で に 検討す る 。
② 車 の 買 換 え に 当 た っ て は ， 使 用 実態 を 踏 ま え 必要最小限度の 大 き さ の 車 を 選択す る 等， よ り 環
境負荷の 少 な い車の導入 を 進め ， 当 該車の優先的利 用 を 図 る 。
． （ オ ） そ の 他使用段階での環境負 荷 の 少 な い 製品， 原材料の使用
． 
① 塗料等 は 有機溶剤等の 含有率の低い も の を 使用 す る 。
② 船舶 用 潤 滑油 や 主 に 野外で使用 さ れ る 油圧作動油 （ 外部 に 漏 れ る 可 能性の あ る も の に 限 る 。 ）
の よ う な 環境 に 負荷 を 与 え る 可 能性の あ る 油 に つ い て は ， 生分解性の も の を 使用 す る 。
( 3 )  そ の 他環境負 荷 の 少 な い 製 品 ， 原 材料等の選択
（ ア ） 環境負 荷 の 少 な い 製 品 ， 原材料の使用
① 物 品 の 調達 に 当 た っ て は ， 環境負荷の 少 な い 製 品 ， 原材料等 の 使 用 が促進 さ れ る よ う ， 製品等
の 仕様等 の事前の確認 を 行 う 。
② 環境負 荷 の 少 な い製品等 を 共 同 購入 す る こ と に よ り ， 市場の育 成 ， 価格低下が期待 さ れ る こ と
か ら ， 環境基本計画推進関係省庁会議 に お い て ， 共 同 購 入 の 方策 を 検討 し ， 可 能 な も の か ら 実行
す る 。
（ イ ） 物 品 等 の 調達 に係 る 推奨 リ ス ト の 策定
購 入 し ， 使用 す る 紙類 ， 文具， 機器， 家電製 品 ， O A 機器， 公用 車等 に つ き ， 環境基本計画推進
関係省庁会議 に お い て 平成 8 年度 末 ま で に こ れ ら 物品等の環境負 荷 の 少 な い仕様等 に 関 す る 推
奨 リ ス ト の在 り 方 を 検討す る 。 こ の リ ス ト が策定 さ れ た場 合 は ， 物 品 等 の調達 に 当 た っ て は ， 極力
参考 と す る と と も に ， 技術の進歩等 を 踏 ま え て 毎年度 リ ス ト の見直 し を 行 う 。
( 4 ) 環境負 荷 の削減の た め の資源利 用 の節約
（ ア ） 用 紙 類 の 使用 量 の削減
① コ ピ ー 用 紙， 事務用 筆 伝票類の 用 紙類 の 年 間使用 量 に つ い て ， 各省庁の部局単位 な ど適切 な
単位 で把握 し ， 管理 し ， 削 減 を 図 る 。
② 会議用 資料や事務手続の一層 の 簡 素化 を 図 る 。
③ 各種報告書類 の大 き さ 等 の 規格の統一化 を 進 め ， ま た ， そ の ペ ー ジ数や部数 に つ い て も 必要最
小 限 の量 と な る よ う 見直 し を 図 る 。
④ 両面印刷 ・ 両面 コ ピ ー の徹底 に 努 め る 。
⑤ 使用 済み 用 紙の裏紙使用 を 図 る 。
⑥ 使用 済み 封筒 の 再利 用 を 図 る 。
⑦ A 4 判 化 の 徹底 に よ る 文書 の 一層 の ス リ ム 化 を 図 る 。
③ 「行政情報化推進共通実施計画」 に 従 う ほ か ， 環境保全の観点 か ら ， ペ ー パ ー レ ス シ ス テ ム の
早期の確立 を 図 る た め 霞が関 に お け る 電子 メ デ ィ ア 等の利用 に よ る 情報 シ ス テ ム の整備 を 進め
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る 。
（ イ ） 公 用 車 の 台数の見直 し
使用実態 を 精査 し ， 公用 車台数の見 直 し を 行い ， そ の 削減 を 図 る 。 な お ， 使用 を 廃止 す る 車が廃
棄物 と し て 処理 さ れ る 場合 に は ， 適 正 に 処理 さ れ る よ う 努め る 。
（ ウ ） 製 品 等 の 長期使用等
① そ の 事務 と し て ， 容器又は 包装 を 利 用 す る 場合 に あ っ て は ， 当 該容器又 は 包装 の 再利 用 や リ サ
イ ク ル を 図 る 。
② 詰め 替 え 可 能 な 洗剤 ， 文具等 を 使用 す る 。
③ 飲料等の購入 に 当 た っ て は リ タ ー ナ ブル 容器で販売 さ れ る 飲料等 を 購 入す る 。
④ 使い捨て飲料容器 に つ い て ， 適 正 な 回 収 ル ー ト を 設 け る 。
⑤ 庁舎 内 の 売店等 に お け る 使い捨て容器 に よ る 販売の 自 粛 を 呼 び掛 け る 。
⑥ 机等 の 事務用 品 の不具合， 更新 を 予定 し て い な い 電気製品等の故障の際 に は ， そ れ ら の 修繕 に
努 め ， 再利用 を 図 る 。
( 5 )  環境負 荷 の 少 な い形態の販売方法 を 用 い る 商 品 の選択 ． 
（ ア ） エ ネ ル ギー を 多 く 消費 す る 自 動販売機 の 設置 の見 直 し
庁 舎内 の 自 動販売機の設置実態 を 精査 し ， 自 動販売機の エ ネ ル ギー 消 費 の よ り 少 な い 機種への 変
更， 台数の 削 減 を 呼かけ る 。
（ イ ） 購 入時 の 過剰包装の見直 し
簡 略 に 包装 さ れ た 商 品 の 選択， 購 入 を 図 る 。 ま た ， リ サ イ ク ル の仕組みが確立 し て い る 包装材 を
用 い て い る も の の積極的選択 を 図 る 。
2 建築物 の 建築， 管理等 に 当 た っ て の 環境保全への 配慮
( 1 ) 環境負 荷 の 削 減 に 配慮、 し た 建築物等の 整備
（ ア ） 適切 な 汚染物質処理施設等の設置等
① 現状で適用 可 能 な 最善の技術 を 用 い た 処理施設の 設置等 に よ り ， 自 ら 設置 す る ばい煙発生設備
等 か ら 生 じ る 汚染物資の 削 減 を 図 る 。
② 燃焼設備 の改修等 に 当 た っ て は ， 灯油， L P G , L N  G 等の 環境負 荷の相対的 に よ り 小 さ い燃
料の使用 が可能 と な る よ う 適切 な 対応 を 図 る 。
③ 重油 を 燃料 と し て い る 設備 の 更新 に 当 た っ て は ， 可 能 な 場合 ， 重油 に 比べ環境負荷の相対的 に
よ り 小 さ い燃料 に 変更す る 。
④ 各省庁付 属 の 試験研究機関 は 有害物 質 の使 用 に 当 た り ， 排気処理や排水処理等 を 確 実 に 行 う
等 ， 環境への負荷の低減 に 十 分 に 配慮 す る 。
⑤ 既存建築物 に使用 さ れて い る ア ス ベ ス ト の 適正処理 を 引 き 続 き 計画 的 に 進め る 。
（ イ ） 省 エ ネ ル ギ ー ・ 省資源の推進
① 太陽光利 用 等 の 自 然エ ネ ル ギ 一 等の 活 用 設備 に つ い て ， 規模， 用 途 に 応 じ 検討 し ， 導 入す る 。
② 廃熱等 の 未利 用 エ ネ Jレ ギー の利 用 を 検討す る 。
③ 建築物 の 立 地す る 地域 に お い て ， 地域冷暖房等の事業 が計画 さ れ て い る 場合 に は ， 参加す る よ
う 図 る 。
④ 断熱性能 向 上 の た め ， 外気の 活用 ・ 遮断が可 能 な 建具の採用 や ， ひ さ し ， 窓 ガ ラ ス 等の 開 口 部
の 構造 を 検討 し ， 整備 を 進め る 。
⑤ エ レ ベ ー タ ー の 運転の高度制御 ， 省 エ ネ ル ギー 型 の 照 明機器の設置， 空調機器の運転制御が行
え る 建築設備 に つ い て ， 規模 ・ 用 途 に 応 じ て検討 し ， 整備 を 進め る 。
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が図 ら れ る 設備 の 導入 を 図 る 。
⑦ 建設材料 に つ い て は ， 再生 さ れ た ， 又 は 再生 で き る も の を で き る 限 り 使用 す る と と も に ， コ ン
ク リ ー ト 塊等 の建設廃材， ス ラ グ， 廃 ガ ラ ス 等 を 路盤材， タ イ ル 等の原材料の一部 と し て再利 用
を 図 る 。
③ 深夜電力 の 活用 を 図 る こ と が可能 な 場合 に は ， 深夜電力 利 用 機器 を 導入す る 。
（ ウ ） 水利用 の 合理化等
① 建築物等 に お け る 雨水の適切 な 利用 が可 能 な 場合 は ， 雨水の貯留 タ ン ク 等 の 雨 水利 用 設備 の 導
入 に つ い て 規模 ・ 用 途 に 応 じ て検討 し ， 設置す る 。
② 透水性舗装 ， 浸透升等 を 必 要 に 応 じ て 設置 し ， 雨水の地下浸透 を 図 る 。
③ 建築物か ら 排 出 さ れ る 排水 の 適切 な 再利 用 が可 能 な 場合 は ， 排水再利 用 施設の 導 入 に つ い て 規
模 ・ 用 途 に応 じ て検討 し ， 設置す る 。
④ 給水装置等の 末端 に ， 必 要 に 応 じ て ， 感知式の 洗浄弁 ・ 自 動水栓等節 水 に 有効 な 器具 を 設置す
る 。
（ エ ） 敷地等 の 自 然環境の保全等
① 敷地の う ち 建築物以外の 土 地 に つ い て 適切 に 自 然が保全 さ れ る よ う 又 は植裁 を 施す よ う に 図
る 。
② 敷地内 に お け る 緑地等の 設置 を 図 る ほ か ， 可 能 な 場合， 建築物 の屋上等の緑化 を 図 る 。
（ オ ） 環境負 荷 の 少 な い施工作業の実施
① 型枠に つ い て は ， 合板型枠等 の 一 層 の効率的 ・ 合理的利用 や柱 ・ は り 等 の 型枠の使用削 減 な ど
施工 を 合理化す る 工法の選択等 を 進め ， 環境負 荷 の 少 な い も の と な る よ う 発注者 と し て促す。
② 出 入車車両 の排 ガ ス ， 騒音， 振動等の抑制 を 発注者 と し て促す。
③ 建設業 に 係 る 指定副産物の リ サ イ ク ル を 促進す る 。
④ 建設業者 に よ る 建設廃棄物等の 適正処理 を 発注者 と し て確認す る 。
（ カ ） そ の 他
① 消 火設備の新設 に 当 た っ て は ， 人命の安全の た め に 不 可 欠 な 場所 を 除 い て は ， ハ ロ ン 消 火設備
を 使用 し な い 。 ま た ， ハ ロ ン 消 火設備の 更新 ・ 廃止 に 当 た っ て は ， デー タ ベ ー ス に よ る ハ ロ ン の
管理 シ ス テ ム を 活用 し ハ ロ ン を 適切 に 回収 し 再利 用 さ れ る よ う 図 る 。
② 空調設備等の新設 更新 に 当 た っ て は C F  C を 使用 し な い も の を 選択 し ， さ ら に 空調設備等
の技術 開 発 の動 向 を 見つつ 環境保全上 よ り 適切 な 冷媒 を 使用 す る も の を 導 入 す る 。
③ C F  C の使用 を 廃止す る 場合 は ， C F C を 適切 に 回収 し ， 再利用 さ れ る よ う 図 る 。
④ 建設業 に 係 る 指定副産物の新規用途の 開 発 に 努 め る 。
( 2 )  環境負荷の 削 減 に 配慮 し た 建築物等の維持管理及 びその周辺の 自 然環境の保全
（ ア ） 環境負 荷の 削 減 に 配慮 し た 建築物等 の 維持管理
① 汚染物質処理施設， 排水再利用 ・ 雨 水利 用 設備等及 び緑地等の 日 常 の管理の徹底 を 図 る 。
② C F  C を 使用 し て い る 空調 設備等の 整備 改修の際 に は C F  C を 適切 に 回収 し ， 再利用 を 図
る 。
（ イ ） 緑化等の 環境整備 と 周辺 の 自 然環境の保全の推進
① 施 設 内 ， 窓辺 ， 屋 上 ， 敷地等 の 緑化 の 計画 的 な 推進体制 や 植 え 込み 等 の 適 切 な 維持管理 を 図
る 。
② 緑地， 歩道及 び側 溝等 の誉理 を 適切 に行 い ， 美観の保持及 び騒音の 防止等 を 図 る 。
① 農 薬 や 化学肥料の使用量の節減 に 努 め ， ま た ， 周 辺の生態系の保全 に 努 め る 。
④ 所管地 に 生育 す る 樹木の第定 し た枝や落葉等 は ， 当 該所管地内 で コ ン ポ ス ト 化 を 行い ， 廃棄物
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と し て の排 出 の 削減 を 図 る 。
⑤ ごみの不法投棄 を 防 ぎ ， 休閑地 に つ い て は緑化 に 努 め る 。
（ ウ ） 地域づ く り に お け る 健全で恵み豊 か な 環境の確保への貢献
所管地内 で の 各種の施設整備等 に 当 た っ て は ， 各 地域の特性 に 応 じ ， 良 好 な 大気の確保， 良 好 な
水域の生態系 の確保， 景観保全， 歴 史的 環境への配慮 に 努 め ， 地域の 自 然環境等 と の調和 に 配慮す
る 。
3 そ の 他行 政事務 に 当 た っ て の環境保全への 配慮
( 1 )  環境負荷 の 削 減の た め の資源 ・ エ ネ ル ギ 一 利 用 の節約
（ ア ） 庁 舎 に お け る エ ネ ル ギ一 使用 量 の抑制等
① 省 エ ネ ル ギー 型 の O A 機器等への 更 新 を 進 め ， そ の 適切 な 使用 を 図 る （再掲） 。
② 事務室等 の空調の適 温化 （冷房の場合は28度程度， 暖房の場合 は20度程度） を 一層 徹底す る よ
う 空調設備の 適正 運転 を 図 る 。
③ エ ネ ル ギー 供給設備 の 適 正 な 運転管理 を 図 る 。
④ 職員 に 対す る 直近階への移動 の 際 の 階段利 用 の奨励 を 徹底 し ， 利 用 実 態 に 応 じ た エ レ ベ ー タ ー
の 間 引 き 運転 を 進め る 。
⑤ 省エ ネ ル ギ ー 型 の蛍光灯への切 替 え を 進 め ， 併せて ス イ ッ チ の適正管理 を 行 う 。 ま た ， 省 エ ネ
ル ギー 型 の照明機器の設置 を 進 め る （再掲） 。
⑥ 深夜残業 の た め の点灯時 間 の 縮減及 び帰宅時の タ ク シ 一 利 用 の 削 減 の た め ， 並 び に 職員 の福利
厚 生 の 向 上 に 係 る 要請への対応 と も あ い ま っ て ， 水曜 日 の定時退庁 の 一 層 の 徹底 を 図 る 。 こ の た
め ， 水曜 日 の午後 5 時以降 は ， 主催の会議 の 中 止 を 進め る 。
⑦ 職員 の福利厚生の 向 上 に 係 る 要請への対応 と も あ い ま っ て ， 有給休暇の計画的消化の一層 の徹
底 ， 事務の見直 し に よ り ， 夜 間 残業 を 削 減す る 。
（ イ ） 庁舎 に お け る 節水等の推進
① 家族 と 同様の 簡 便 な 手法 を 利 用 し た ト イ レ 洗浄用 水の節水 を 進め る 。
② 必要 に 応 じ ， ト イ レ に 流水音発生器 を 設置 す る 。
③ 水栓 に は ， 必 要 に 応 じ て節水 コ マ を 取 り 付 け る 。 さ ら に ， 必 要 に 応 じ ， 水栓で、 の水道水圧 を 低
め に 設定す る 。
（ ウ ） 公 用 車等 の 利 用 合理化等
① 車 l 台 ご と や燃料設備 ご と の走行距離， 燃費等 を 把握す る な ど燃料使 用 量 の 調査 を き め細 か く
イ7 つ 。
② 待機時 の エ ン ジ ン 停止 の励行， 不 要 な ア イ ド リ ン グ の 中 止等の環境 に 配慮 し た 運転方法 を 運転
担 当 者 に 一層徹底す る 。
③ タ イ ヤ 空気圧調整等の定期 的 な 車の整備 の励行 を 図 る 。
④ 相乗 り や 職 員 の 公共輸送機関 の 利 用 の 奨励 な ど に よ り ， 公 用 車利 用 の効率化 を 図 る 。
⑤ タ ク シ ー 券の適切 な 管理の一層 の徹底 を 図 り ， 不 要不急の タ ク シ 一 利 用 を 抑制 す る 。
⑤ 職 員 が業務 に 用 い る 共用 自 転車の 導 入 の 可 能性 に つ い て 平成 9 年度末 ま で に 検討 を 行 う 。
⑦ 来庁者 に対 し て も 自 動車利 用 の抑制 や 効 率化 を 呼びか け る 。
③ 事務室等 の空調の適温化 （冷房の場合 は28度程度， 暖房の場合 は20度程度） を 一層 徹底す る よ
う 空調設備の適正運転 を 図 る （ 再掲 ） 。
③ エ ネ ル ギー 供給設備の適 正 な 運転管理 を 図 る （ 再掲 ） 。
( 2 )  環境負 荷 の 削 減の た め の 廃 棄物 の 減量化， リ サ イ ク ル の推進等
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① そ の事務 と し て ， 容器又 は 包装 を 利用 す る 場合 に は ， 当 該容器又は包装 の 再利 用 や リ サ イ ク ル
を 図 る （ 再掲 ） 。
② 使い捨て 製品 の使用 や購入の抑制 を 図 る 。
③ 紙の使用量の抑制 を 図 る （ 再掲） 。
④ リ サ イ ク ル ル ー ト の確保等 を 内容 と す る 各庁舎 ご と の リ サ イ ク ル計画 を 策定す る と と も に ， 実
施 の た め の責任者 を 指 名 す る 。
⑤ 物 品 の 購入 に 当 た っ て は ， 再使用 又 は リ サ イ ク ル し やす い 製 品 を 選択す る 等， リ サ イ ク ル が行
い や す い 製 品 を 優先 的 に 選択す る （ 再掲） 。
⑥ 事務室段階 で の 分別 回 収 を 徹底す る 。
⑦ 分 別 回 収ボ ッ ク ス を 十 分 な 数で執務室内 に 適切 に 配置す る 。
③ 個 人用 の ごみ 箱 を 順次減 ら し て い く 。
① シ ュ レ ッ ダ ー の使用 は 秘密文書の廃棄の場合の み に 制 限す る 。
⑮ コ ピ ー 機， プ リ ン タ ー の ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ の 回 収 と リ サ イ ク ル を 進 め る 。
厨房 を 使用 す る 職員 等へ呼 び掛 け ， 庁 舎 に あ る 厨房施設か ら 排水 中 に 混 入 す る 生 ごみ の 量 を 抑
制 す る 。
⑫ 食べ残 し ， 食品残津な どの 有機物 質 に つ い て ， 施設の敷地 内 で コ ン ポ ス ト 化 し 土壌 に 還元 し ，
利 用 す る 。
⑬ 施設の所在 す る 地域で廃棄物 の交換の仕組みが設け ら れ て お り ， こ れ に 参加で き る 場合 は ， 廃
棄物 の 交換 に 積極的 に 協 力 す る 。
⑭ 
霞が関 で の い わ ゆ る リ サ イ ク ル 町 内 会の実施 に つ い て ， 環境基本計画推進 関係省庁会議 に お い
て そ の検討 を 進め る 。
⑮ 霞が関 に 所在す る 中 央官庁か ら 排出 さ れ る 古紙等の使用済み紙類 を 煮 と ろ かす施設 （ パ jレ パ ー
化施設等） を 霞が関近傍地 に 設置す る 事業 を 検討す る 。
( 3 ) 環境汚染等 の 防止 に 配慮 し た 各種行政事務の実施
（ ア ） 環境汚染等 の 防 止
① 自 ら 設置す る ばい煙発生施設等か ら 生 じ る 大気汚染物質の排出 量 を 把握 し ， 適切 に 管理す る と
と も に ， 燃料等の 改善 （再掲） を 通 じ ， 排出量の一層 の 削 減 に 努 め る 。
② 自 ら 設置す る 特定施設等か ら の水質汚濁物 質 の排 出 量 を 把握 し ， 適切 に 管理す る と と も に ， 排
出 量 の 一層 の削 減 に努 め る 。
③ 排 出 基準 及 び排水基準 の 道守 を 徹底す る ほ か ， 規制 を 受 け な い施設 に つ い て も ， 自 主的 に 環境
汚 染 の 防止 に 努め る 。
④ 二酸化炭素 に つ い て ， 排出 の抑制 に 努め る こ と と し 具体的 に は 上記 1 ' 2 及 び 3 に掲 げ ら
れ た 取組 を 行 う 。
4 環境保全 に 関す る 職員 に 対す る 研修等の 実施
( 1 ) 職員 の環境保全意識の 向 上
（ ア ） 環境 に 関 す る 研修 及 び情報提供の 積極的実施
① 環境研修 を 計画 的 に推進す る 。
② 庁 内誌， パ ン フ レ ッ ト 等 に よ り ， 再生紙 の 名 刺へ の 活用 ， 計画 さ れて い る 環境保全活動や研修
な ど， 職員 が参加で き る 環境保全活動 に対 し ， 必 要 な 情報提供 を 行 う 。
③ 環境 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム ， 研修会への職員 の積極 的 な 参加が図 ら れ る よ う 便宜 を 図 る 。
④ 任用 試験で環境 に 関す る 設問 を 設定す る 。
⑤ 途上 国 か ら の 環境 に 関 す る 研修生等 に対 し 積極的 に 対応す る 。
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（ イ ） 環境保全活動への職員 の 積極 的 参加の奨励
① 希望 す る 職員 に よ る 霞が関周辺の 一斉清掃活動 に 参加 し や す い環境づ く り を 進 め る 。 国 が主唱
す る 環境関係の諸行事に お い て ， 環境 に 関 す る 活動への職 員 の 積極 的 な 参加 に 便宜 を 図 る 。
② 希望 す る 職員 の 環境保全活動への積極的参加が進め ら れ る よ う ， 休暇 を 取 り や す い環境づ く り
を 一層 進 め る 。
5 率先実行計画推進体制 の整備 と 実施状況の点検
( 1 ) 計画の実施状況の点検 を 踏 ま え た効果的 な 取組の確保
（ ア ） 推進体制 ， 点検体制 の 整備等
① 業務実行計画 を 策定 し た 省 庁 は ， そ の 理由 と な っ た特殊事情， 当 該業務実行計 画 の 対 象 と な る
業務の範囲， こ れ に よ り 進 め る 環境保全活動 の項 目 ご と の 目 標及 び取組内容 を 明 ら か に し た 上 で ，
そ の 策定 し た 業務実行計画 を 策定後遅滞 な く 環境基本計画推進関係省庁会議の構成員 に送付す る
と と も に ， 当 該業務実行計画 を 公表す る 。
② 関係省庁 ご と の推進 ・ 点検体制 を 平 成 7 年度 末 ま で に 整備 し ， そ の 長 と し て指定職又 は そ の 責
任 と 権 限が明確 に さ れ た相 当 の職 に あ る 者 を 指 名 す る 。
③ 本率先実行計画 の実施状況 に つ い て は ， 例 え ば， 各省庁の部局単位 又 は 必要 に 応 じ て 出先機関
単位等適切 な 単位で把握 し ， 環境基本計画推進関係省庁会議 に お い て ， 毎年， 関係省庁 の 成 果 を
取 り ま と め た 上， 環境 白 書等適切 な 方法 を 通 じ 公表す る 。
④ 総務庁 の行政監察 に お い て ， 本率先実行計画 の 実施状況 に つ い て 調査が行 わ れ る 場合 に は ， 関
係省庁は こ れ に積極的 に対応す る 。
① 本率先実行計 画 の 監査 に つ い て ， 環境基本計画推進関係省 庁 会議 に お い て ， 学識経験者等 を 交
じ え て行 う な ど監査の客観性 独立性 を 確保す る こ と も 含め た 在 り 方等 の 検討 を 平成 8 年度 末 ま
で に行 う 。
環境基本計画 （平成 6 年1 2 月 1 6 日 閣議決定） 抜粋
第 3 部 施策 の 展 開
第 3 章 公平 な 役割分担の 下 で の すべ て の 主体の参加 の 実現
第 3 節 国 の事業者 ・ 消費 者 と し て の 環境保全 に 向 け た取組の率先実行
通常の経済活動 の 主 体 と し て の 国 の 占 め る 位置 は極 め て 大 き く 国 自 ら がそ の経済活動 に 際 し て 環境保全に
関 す る 行動 を 実行 す る こ と に よ る 環境への負 荷の低減効果 は 大 き い。 ま た ， 地方公共団体や事業者， 国民の 自
主 的積極的 な 行動 を 求め る た め に は ， 国 自 ら も 率先 し て 実行す る 必要があ る 。 こ の た め ， 以下の よ う な 分野 に
つ い て の取組 を 表 し た 政府全体の行動計画 を 策定す る 。
①財や サ ー ビ ス の購 入 ・ 使用 に 当 た っ て の 環境保全への 配慮
再生紙等の再生品 の利 用 低公害車 の 導 入 ， 自 動車の効率 的 利 用 等
②建築物 の 建築 ， 管理等 に 当 た っ て の環境保全への 配慮
建築物 に お け る 環境配慮 （太陽光利 用 等 エ ネ ル ギー の有効利 用 や水の有効利用 特定 フ ロ ン 等 の 使 用 削
減 ・ 回 収， 周 辺や屋上の緑化等） ， 建設工事 に お け る 建設副 産 物 の 再生 と 利 用 ， 熱帯材型枠使用 合理化等
③ そ の 他行政事務 に 当 た っ て の環境保全へ の 配慮
エ ネ ル ギー 使用 量 の抑制l ， ごみ の 分 別 ， 廃棄物の 減量等
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職 員 に 対す る 環境研修の機会の提供， 情報提供， 休暇の活用等 に よ る 職 員 一 人一 人の 環境保全活動 の奨
励等
【 日 誌 1 997年1 1 月 1 日 ～ 1 1 月 30 日 】
1 1 月 1 日 創 立 百 周 年記念音楽会
2 日 創 立 百周年記念式典 ・ 祝 賀 会
3 日 創 立 百 周年記念特別 講演 会 ・ シ ン ポ ジ ウ
ム
4 日 ハ ン ガ リ ー 共和 国 エ ォ ト ヴ、 エ シ ・ ロ ー
ラ ン ド 大学 SZABO, Miklos 学 長 来 学 ，
総長及 び関係教官 と 懇談
6 日 将 来 構想検討委員 会
. "7 日 ア メ リ カ 合衆国 ニ ュ ー ヨ ー ク 州 立大学
ス ト ー ニ ー ・ ブ ル ッ ク 校 KENNY,
Shirley Strum 学長他 l 名 来 学 ， 総 長 及
び関係教官 と 懇談
1 1 日 連 合 王 国 ノ ッ テ ィ ン ガ ム 大 学 Ron
鷹尾 和昭 大学院工学研究科助教授
大 学 院 工 学 研 究 科 電 子 通 信
工 学 専 攻 助 教授 鷹 尾 和 昭 先 生
は ， さ る 1 1 月 24 日 逝去 さ れ た 。
事年61。
先 生 は ， 昭 和 3 4 年 京 都 大 学
工 学 部 電 子 工 学 科 を 卒 業 後 ，
同 大学院修士， 博士課程 を 修了 さ れた。 同39年 4 月
京都大学工学部助手 に採用 さ れ， 講 師 を 経て 同49年
工学部助教授 に 就任 さ れ た 。 そ の 間 同45年 よ り 2 年
間 ア メ リ カ 合衆 国航空宇宙局 有人飛行 セ ン タ ー 客員
研究員 を 務め ら れた。
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DEARING 学長他 1 名 来学， 総長及 び関
係教官 と 懇談
1 1 日 評議会
12 日 中 華 人民共和 国 清華大学 胡 顕章副
総長他 1 名 来学， 総長特別補佐及 び関係
教官 と 懇談
14 日 総長選挙 （ 第一次投票）
15 日 総長選挙 （ 第二次投票， 第三次投票）
19 日 国際交流委員 会
21 日 発 明 審議委 員 会
28 日 イ ン ド 国 立 デ リ ー 大学 Vrajendra Raj 
MEHTA 副 学 長 他 l 名 来 学 ， 総長 及 び
関係教官 と 懇談
先 生 は ， フ ェ イ ズ ド ア レ イ ア ン テ ナ の研究， 電波
干渉計 に よ る 人工衛星の追跡法の研究， ア ダ プテ イ
ブア ン テ ナ の理論お よ び応用 の研究， お よ び多重波
伝搬路 に お け る 電波到来方向探知法の研究 な ど に お
い て 多 大 な 成果 を 挙 げ ら れ た 。 特 に ア ダ プテ イ ブア
ン テ ナ に つ い て は わ が国 に お け る 研究の先駆 と し て
知 ら れ， 電子情報通信学会 ア ダ プテ イ ブ ア ン テ ナ研
究会委員 長 な ど を 務め ら れ た。
ま た先 生 は ， 工学部お よ び工学研究科 に お い て 学
生の教育 ・ 指導 に も 情熱 を 傾 け ら れ， 電波工学の 分
野 に お い て 多数の優秀 な研究者 を 育 て ら れ た。
こ こ に謹 ん で、哀悼の意 を 表 し ま す。
（大学院工学研究科）
京大広報
【 保健 コ ー ナ ー
生活習慣病特に糖尿病 ・ 肥満につ い て
今 ま で成 人病 と い わ れ て い た病気， す な わ ち 虚血
性心疾患 （心筋梗塞 な ど） ， 脳 血管障害 （ 脳 卒 中 な
ど） ， 癌， 糖尿病， 肥満等 を ， 「生活習慣病j と 呼ぶ
よ う に な り ま し た。 こ の病 名 に は賛否両論 も あ り ま
すが， こ れ ら の病気が生活習慣す な わ ち 環境因子が
原 因 と な る こ と は ， 今 ま で の研究調査で も あ き ら か
です。 た だ し 遺伝的体質 で こ の よ う な 病気 に な り や
す い 人 と な り に く い 人があ り ， 近年の分子生物医学
の発展 に よ り さ ら に こ の 面 か ら も 成 因 が究明 さ れつ
つ あ り ま す。
毎年の春の健康診断 を し て感 じ る の は ， 新 入 生 の
体格 は年 々 大 き く な っ て い る （ 身長 も 大 き く な っ て
い る が， 肥満 も ふ え て い る ） こ と と ， さ ら に職員 の
中 に も 肥満 の か た が多 く 見 ら れ る と い う こ と や ， 健
康診断で糖尿病の疑い を 指摘 さ れて も 放置 し て お ら
れ る か た が ま だ ま だお ら れ る と い う こ と です 。 厚生
省 の 6 年 前 （ 平 成 4 年 ） の 調 査 で は ， 日 本全 国 で
600万 人 ， す な わ ち 中 年 以 降 の 人 口 を 6000万 人 と 考
え る と 中 年以 降 の 10人 に 1 人 は糖尿病 で あ る と い わ
れ て い ま し た 。 そ れ か ら は や 5 年がた っ て い ま す
の で ， い ま で は 既 に 7 ～ 8 人 に ひ と り が糖尿病 と な
っ て い る か も 知 れ ま せ ん。 そ れ に 反 し て 一般の 人の
関心 は ま だ ま だで， こ の ま ま い け ば も っ と 糖尿病の
か た が増 え る こ と に な る で し ょ う 。 米 国 や カ ナ ダの
日 系 の移民の 2 世 3 世 す な わ ち 日 本 人の遺伝的体
質 を 持 っ た 方 を 対象 と し た調査 に よ る と ， 既 に 5 人
に 1 人 の 方 が糖尿病 で あ る と い う 報告 も あ り ま す。
こ の こ と か ら も ， 欧米 の 生 活 ス タ イ ルが影響 し て い
る こ と は疑 う 余地 も あ り ま せ ん 。 学生の肥満 を み る
に つ け ， こ の学生た ち が糖尿病 を 発症す る 可能性が
高 く ， せ っ か く 京大 に 入 っ て 今後勉学す る の に ， あ
る 年齢 を 超 え た と き に い ま ま で健康管理 を し て い る
か い な い か で差 が 出 て く る こ と を 考 え て し ま い ま
す。 そ し て ， 今の う ち か ら 正 し い指導 を し て あ げる
こ と が， 社会的損失 を 防 ぐ こ と に も つ な がる と 考 え ，
指導や相談 に 乗 る よ う つ と め て い ま す。
「 な ぜ太 る の か ？ 」 一 太 る 原 因 の遺伝子が， 最近
つ づ け て 遺伝性肥満 の モ デル マ ウ ス か ら 5 つ も 同定
さ れ ま し た 。 そ の う ち の ひ と つ に 肥満遺伝子 （ ob
遺伝子） があ り ， そ の 産物 であ る レ プチ ン （ ギ リ シ
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ア 語の “ やせ る ” と い う 意味 に 由 来 し て い る ） があ
り ま す。 こ の レ プチ ン は 今 ま で は 単 に エ ネ ル ギー 蓄
積の場 に す ぎ な い と 考 え ら れ て い た脂肪細胞か ら 分
泌 さ れ る 物質 であ る こ と が発見 さ れ ま し た 。 レ プチ
ン は脳 の視床下部 （摂食， 満腹中枢があ る ） と い う
所 に働 い て 食欲 を 落 と す よ う に作用 し て お り ， 食欲
と エ ネ ル ギー 消 費 の フ ィ ー ド パ ッ ク ル ー プの シ グ ナ
ル伝達 を 担 っ て い る こ と が判 り ま し た。 ま た こ の遺
伝子異常 に よ る 人の家系 も 報告 さ れ ま し た。 し か し ，
一般の肥満の 人 は こ の レ プチ ン の 血 液 中 の 濃度 が高
い の に も かか わ ら ず， 食欲抑制 がお き に く い こ と も
分か り ， 今後治療薬への応用 に期待が寄せ ら れ て い
ま す。
し か し ， 「夢 の や せ グ ス リ 」 は 存在 し な い と 考 え
た ほ う が よ い と 思 い ま す。 あ く ま で も 食事療法， 運
動療法 （ 少 し 汗 を か く 程 度 の 運動 を 1 日 30分間 × 週
3 回 で充分です） が治療の基本で， こ の基本が正 し
く 行 わ れ て い な い の に薬 だ け飲 ん で、い れ ば よ い と い
う わ け で は な い の が， 一 般 に 生活習慣病 の 治療の 難
し さ で も あ り ま す。 し か し ， 逆 に 考 え て み れ ば こ の
環境因 子 で ， あ る 程度 治療 も 可能 と 言 う こ と に も な
り ま す。 幸 い 京大構内 は宇治構内 も 含め て か な り ひ
ろ い こ と も あ り ま す。 小生 も 万歩計 を つ け て病院地
区 と 本部地 区 の 広 い 構 内 を 行 き 来す る （ あ く ま で も
用 事 の た め です が） と す ぐ l 万歩 に な り ま す し ， 講
義 中 に 大講堂の な か を 万歩計 を つ け て ね む っ て い る
学生 を 起 こ し な が ら 3 時 間 の講義 を す れ ば， 4000歩
は 歩 け る こ と も 発見 し ま し た （ 落 ち つ き の な い先生
だ と お も わ れ る 可 能性 も あ り … … ） 。 ま た ト イ レ は
別 棟 の 遠い ト イ レ を 使 う （ 長い ト イ レ と 間違 わ れ る
可能性 も あ り ま す が… … ） 等工夫次第 で か な り 歩 け
ま す。
米 国で は 職 員 が昼休み に ジ ョ ギ ン グ を し て い る 姿
を よ く 見 か け ま すが， 京大構 内 で は … … 。 現実 に は ，
診察 に 来 ら れ た 皆 さ ん や 健康診断で ひ っ かか っ た 方
か ら は ， 「忙 し い ， 忙 し い 」 ， 「分か つ て は い る け れ
ど， い ま の と こ ろ は い い の で はJ 「 ど こ も い た く も
な い の に 大 げ さ な J ， と い う 答 え が一様 に か え っ て
き ま す。 し か し 長い 目 で 見 れ ば今 日 の 10分 は 将 来の
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平成9年度京都大学市民講座講演要 旨
本年度の京都大学市民講座 は 創立百周 年記念事業 一 知 の 最前線 は い ま ー を 共通 テ ー マ に 「 日 本 の 文化 と 国
土j を サ ブテ ー マ と し て ， 10月 25 日 か ら 1 1 月 8 日 ま で の毎週土曜 日 午後， 2 回 に わ た り 法経第 4 教室 に お い て
開 講 し た。
講義科 目 と 講師 は 次の と お り であ り ， 以 下 に 講演 要 旨 を 掲載す る 。
日 本の 食文化 と 世界の健康 人 間 ・ 環境学研究科教授
日 本の借地法借家法 法学研究科教授
「清貧」 と 「清富J の 間 一 日 本 的風土 の 中 で の 漢語










人 間 ・ 環境学研究科教授 家森 幸男
． 
脳卒 中 が 日 本 人の死因 の 第 一位で あ っ た 今 か ら 25
年前， 京都大学で遺伝的 に 脳卒 中 を 例外 な く 発症す
る 脳卒 中 易発症 ラ ッ ト を 開 発 し ， 脳 卒 中 は 遺伝があ
っ て も 栄養で予 防 出 来 る こ と を 明 ら か に し た 。
そ こ で こ の モ デル動物で の研究成果が， ヒ ト に も
応用 で き る か ど う か を 確か め る た め ， 様 々 な 食生活
を し て い る 世界 各 国 の 人 々 の血管の病気や健康 ・ 長
寿 の 関係の調査研究 を 開始 し た 。 世界25 カ 国， 60地
域の48 ～ 56歳 の 男 女 ， 合計約 12,000人以上 の こ れ ま
で の調査の結果， ま ず高血圧 に は肥満 と 食塩の過剰
摂取， マ グ ネ シ ウ ム や 蛋 白 質 の摂取不 足 な どが関係
し ， 高血圧が リ ス ク と な る 脳 卒 中 は ， 食塩の過剰 と
カ リ ウ ム の摂取不足， さ ら に血 中 コ レ ス テ ロ ー ル値
が低す ぎ る 地域 で 多 い 。 一方， 虚血性心疾患 は ， 血
中 コ レ ス テ ロ ー ル が高 い地域で 多 く ， 逆 に 魚介類 に
多 く 含 ま れ る ア ミ ノ 酸で血圧 を 下 げる タ ウ リ ン が尿
中 に 多 く ， さ ら に ， 魚油 に 豊富 に 含 ま れ る ド コ サ ヘ
キ サ エ ン 酸 （DHA） な と手の n 3系多価不飽和 脂肪酸
が血 中 の リ ン 脂 質 に 多 い ほ ど， 虚血性心疾患 は 少 な
い 。 日 本 人 は こ の両者が世界一多 く ， 日 常食べ慣れ
日 本の借地法借家法
法学研究科教授 前 田 達 明
一 問題の提起
( 1 ） 日 本 の 国土 の 面 積 は 世 界 で60番 目 で あ り ，
他 方 人 口 は 8 番 目 で あ る 。 し た が っ て 当 然 に そ の 人
口 密 度 は 非常 に 高 く ， 住環境 は 厳 し い 。 す な わ ち ，
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て い る 魚介類 こ そ が虚血性心疾患 を 防 ぐ大切 な 栄養
で あ る こ と カfわ か っ た。
さ ら に ， 沖縄住民や沖縄か ら ハ ワ イ に 移住 し た 日
系 人 と 比較 し て ， ブ ラ ジ ル の 日 系 人 で は 血 中 の n-3
系脂肪酸 は半減 し ， 心電図異常や血糖値の高い者が
増 加 し て い た。 そ こ で ， 高血圧， 高 脂血症， 肥満な
ど リ ス ク の 高 い 日 系 人 に 1 日 3 gの DHA, 5 gの わ
か め の 粉末 ， 50mg の 大 豆 の イ ソ フ ラ ボ ン を 10週 間
に わ た っ て摂取 し て も ら っ た と こ ろ ， 血圧や血中 コ
レ ス テ ロ ー ルが有意 に 低下 し ， イ ソ フ ラ ボ ン 群で は
骨 か ら の カ ル シ ウ ム の喪失が抑制 さ れ た。
日 本人 の 「寝 た き り 」 の 主 要 な 原 因 は脳卒中 と 骨
粗慈症 に よ る 骨折 で あ り ， 「痴呆」 の 第一 の 原 因 は
脳 血管性痴呆で あ る こ と か ら ， こ れ ら は 日 本食 に 多
い栄養素で予 防 し う る 。 し た が っ て ， 日 本食 は ， 食
塩の摂取過剰 な どデ メ リ ッ ト を 改 め れ ば， 世界ーの
長寿食 と な り ， 日 本の 食文化が人類の健や か な 長寿
の実現 に 貢献す る と 期待 さ れ る 。
（平成 9 年 10月 25 日 講演）
地価が高 く 土地付住宅の 入 手 は 困 難 で ， 借地や借家
の 必 要性が高 ま り ， 特 に 都市化が進 め ば， そ の傾 向
に拍車がかか り ， 地主や家主 の 力 が強 く な る ， と い
う 現象 が生ず る 。
京大広報
( 2 ） と こ ろ で ， 1898年 に 施行 さ れ た 日 本 の 民法
典 は ， 借地や借家 の権利 を 「債権」 と 規定 し ， 契約
当 事者 間 で の み効力 を 有 し ， 借地や借家が売買 さ れ
た 場 合の 新所有者 に 対 し て は効力 を も た ず， 新所有
者 か ら 明i度請求 を 受 け る と 立退 か ね ば な ら な い と し
た 。 そ こ で， 弱 者 た る 借地人や借家 人 を 保護す る た
め に特 別 法が立法 さ れ る こ と と な っ た 。
二 建物 保護 ニ 関 ス ル 法律
日 清 ・ 日 露戦争後， 経済発展 に伴い都市へ の 人 口
集 中 が進 み都市の 地価が急騰 し ， 土地売買 が盛 ん と
な り ， そ の 為 に 前述 の民法の規定に よ り ， 借地権が
消滅 さ せ ら れ る こ と と な り （ 「地震売買 」 ） ， こ れ が
社会問題 と な っ て ， 遂 に 1909年 に 「建物保護 ニ 関 ス
ル法律」 が制定 さ れて ， 借地上の建物 に 登記があ れ
ば新所有者 に 対 し て 借地権 を 対抗で き る と し た 。
三 借地借家法
し か し ， 「契約 自 由 の 原 則 」 か ら 借 地期 間 は い く
ら 短か く し て も よ く ， ま た 借地権の他 人への譲渡 に
は 地 主 の 承諾 を 要 し た の で ， 第 一 次 世 界 大 戦 後 の
「清貧」 と 「清富」 の間
一 日 本的風土の中での漢語 一
文学研究科教授 興膳 宏
こ こ で い う 「漢語j と は ， 漢字か ら 成 り 立 つ 字音
語で， 古 く 中 国 か ら 伝 来 し て 日 本語 の 中 に 組み 入 れ
ら れ た 単語 を 指 し ， 日 本 固 有 の こ と ば を 意味 す る
「和 語」 と 対応 す る 。 日 本 人 は 長 い 間 ， 和 語 で は 表
現 し き れ な い概念 を 表わ す た め に ， 中 国語 の 単 語 を
借 り 入 れ て ， 自 分 た ち の こ と ばの土壌 に 移植 し た の
だ っ た 。 中 国語 と し て 誕生 し た 漢語 は ， 日 本 の風土
の さ ま ざ ま な 条件 と 結 びつ い て ， 特有の 日 本的 な 意
味 を 形成 し つ つ 長 い 時 間 を 生 き て き た 。 も ち ろ んす
べ て の漢語が中 国製 だ っ た わ け で は な く ， 日 本製 の
漢語 も 数多 く 存在す る 。 講演の前半で は ， 明治期 に
西洋文明 を 移 入す る た め の 手段 と し て ， 漢詩 に よ る
新造語が重 要 な 役割 を 果 た し た こ と ， そ れ ら の 多 く
が中 国 に 逆輸入 さ れ て い る こ と な ど を ， い く つ かの
学術用 語 の 例 を 通 じ て 紹介 し た。 そ う し た 漢語 に よ
る 造語力 が現代 の 日 本語 か ら す で に 失 わ れて い る こ
と は ， 単 に こ と ばに 関す る 一現象 た る に と ど ま ら ず，
文 明 の あ り か た に つ い て の 大 き な 問題 で あ ろ う 。
ま た 漢語の 日 本 的 な 使用 法 を 観察す る こ と に よ っ
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1921年 に 「借地法」 が制定 さ れ て ， 最短期 間 を 制度
化 し ， さ ら に 「正 当 事 由 j が な い と 明渡請求で き な
い こ と と し ， 地主が借地権譲渡 を 承諾 し な い と き は
地主 に 対 し て 建物 質 取請 求 がで き る こ と と し た 。 合
わ せ て 同 時 に 「借家法」 も 制定 さ れ て ， 借 家 人 は 建
物 を 占 有 し て い る 限 り 建物 を 買取 っ た 新所有者 に 借
家権 を 対抗で き る こ と と し ， さ ら に ， こ こ で も 「正
当 事 由 J が な い 限 り 明渡請求で き な い こ と と し た。
四 平成 の 大改正
借地人借家 人 を 保護 し た 反面 ， 土地建物 の 貸 し 渋
り が問題 と な り ， 1 991年 に 「借地借家法」 が制定 さ
れ ， こ れ ま で の 「借地法J 「借家法j の 内 容 は ， ほ
ぼそ の ま ま に し て ， 契約更新の な い 「定期借地権等」
や 「期 限付建物賃貸借J を 定 め た 。
五 今後 の 動 向
さ ら に 近 時 ， 良好 な 借 家供給 を 促進 す る た め に ，
「定期借家権」 の制定の動 き があ る 。
（平成 9 年 10 月 25 日 講演 ）
て ， 日 本 人 と 中 国 人の も の の 考 え 方 の ち がい が明 ら
か に な る こ と も 少 な く な い。 後半で は そ の 一 つ の例
と し て ， 「清貧」 と い う こ と ば を 取 り 上 げ た 。 「清貧J
の 「清j は ， き よ ら か で ， す がす が し く ， け がれ の
な い状態 を 形容 し て い る 。 バ ブ ル経済に代表 さ れ る
金銭万 能 の 世 の 中への逆説 と し て ， 近来 日青貧」 の
語が も て は や さ れ た こ と があ っ た。 こ れ は ま ぎ れ も
な い 中 国 製 の 古 い 漢語であ る 。 と こ ろ が， そ の あ と
さ ら に 「清富」 な る 和 製漢語が現 わ れ て ， 次 第 に 市
民権 を 得 つ つ あ る よ う に 見受 け ら れ る 。 清 ら か な 手
段 で得 ら れ た富 な ら 是認 さ れ て も よ い と い う 発想 だ
ろ う か。 だが， こ の 語は 中 国語 と し て は 本 来 的 に あ
り え な い 。 「清j と 「富」 と は ， 中 国 人 の伝統的 な
考 え で は 結 びつ き え な い も の ら し い。 な ぜ、そ う な の
か。 そ の 背景 に あ る 「富J に 対す る 日 本人 と 中 国 人
と の考 え の 違 い に つ い て 中 国 の 伝統文化 に即 し つ
つ 述 べ た 。






日 本列島の成り 立 ち と地震
理学研究科教授 尾池 和夫
日 本列 島 の 自 然、 に 関 す る 基礎 知 識 の ーっ と し て ，
以 下 の こ と を 知 っ て お い て ほ し い と 私 は 思 っ て い
る 。 そ れ ら を 基礎 に ， 仕事 を ， あ る い は生活 を 発展
さ せ て ほ し い と 思 っ て い る 。
日 本 列 島 の 地 震 の 性 質 の 要 点 を ま ず ま と め て み
る 。
( l ） 日 本 は地震国であ り ， 日 本列 島 の ど こ に で も 地
震 は起 こ る 。
(2） 巨大地震 は プ レ ー ト 境 界で， 大地震 は 活断層 帯
で起 こ る 。
(3） 中 規模地震 は そ れ以外の所 に も 起 こ る 。
(4） 大地震 は活断層 帯 の 運動 で 出 来 た 盆地や平野 に
発達 し た 大都市 に起 こ る 率が高 い。
(5） 内 陸の 大地震 は20年 に 一度 く ら い の率で 日 本の
ど こ か に起 こ る 。
(6） 長 い 歴 史 の 中 で大地震が直 下 に 起 こ っ た 記録の
な い都 市 ほ ど， 近 い将来大地震が起 こ る 可能性
があ る 。
(7） プ レ ー ト 境 界 の 巨大地震 は 数10年 か ら 100年 と
い う よ う な 時 間 間 隔で繰 り 返す。
1995年 兵庫県南部地震 は マ グ ニ チ ュ ー ド7.2 で あ
っ た が， こ の よ う な 大規模地震 は 日 本列 島 で は 決 し
て珍 し い現象で は な く ， 毎年 日 本列 島 と そ の 周 辺 の
ど こ か に 起 こ っ て い る ， ご く 普通 の 自 然現象 な の で
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あ る 。
内 陸 の 浅い大地震は 活断層 帯 を ズ レ さ せ る 。 活断
層 は 水平 に も ズ レ る が上 下 に も ズ レ る 。 活発 な 活断
層 運動があ る と ， 活断層 の 両側 で岩盤 の 隆起 と 沈降
が起 こ り ， 隆起 し た 山 か ら 浸 食 で土砂が沈降側 に 流
れ て き て堆積 し ， そ こ に 豊 か な 平 野や 盆地が発達す
る 。 京都， 奈良， 近江平野， i農尾平野， 大阪平 野 な
どがみ な 大規模 な 活断層 運動で発達 し ， そ こ に 大都
市が発達 し た 。
し た がっ て大都市 の直下 に は ， い ずれ大規模 な 地
震が起 こ る 。 20世紀の大地震の例 を 見 て も ， 鳥取や
福井や神戸 と い う 県庁所在地が震 災 を 受 け た 。 い ず
れの都市 も そ れ ま で 歴 史 の 中 で は 直 下 の大地震が知
ら れて い な か っ た。
こ の よ う な 地震活動があ り ， そ れ に 火山 の噴火が
あ っ て ， 日 本列 島 は浸 食 に 勝 っ て そ の 高 さ を 保 っ て
い る 。 今 の 列 島 がで き る ま で に は ， そ の 一部は大陸
か ら 分離 し ， ま た 他 の 一 部 は 遠 く 南方 か ら 昔の プ レ
ー ト 運動で運ばれて き て 衝突す る と い う よ う な 歴 史
を 経 て き た 。 そ の 歴 史 を 考 え ， 近未来 の 列 島 の姿 を
思 い 浮かべ な が ら ， 日 本列 島 で の暮 ら し 方 を 考 え て
み た 。
（平成 9 年 1 1 月 8 日 講演 ）
平成9年度教育改善推進費 （学長裁量経費）に よ る 研究課題
本年度 の教育改善推進 費 （学長裁量経費 ） に よ る 研究課題 及 び代表者等 は ， 次の と お り で あ る 。
弔宅 地Z 砂f 行ノ内い三 課 題 代表者所属 ・ 職 ・ 氏名 参加者所属部局待 王子
1 総合人間学部 に お け る 副専攻制 度 の 具体化 ： 文系 ・ 理系混合 ク ラ 総合 人間学部 教授 総 人ス に お け る 高 度生命科学実験の試み 竹安 邦 夫
2 総合人間学部 に お け る 「学部専 門教育 と 主専攻 ・ 副専攻制度」 現 総合人間学部 学部長 総 人状 の 分析 と そ の 改 善 の 方策 に 関 す る 点検 ・ 評価 三好 郁朗
3 東洋文献文化学系諸学の研究 ・ 教育 の 高 度 化 文学研究科 教授 文池 田 秀三
臨床家養成 カ リ キ ュ ラ ム の た め の教育環境の改普及 び授業評価の 教育学部臨床教育 実践研4 再検討
究 セ ン タ ー セ ン タ ー 長 教山 中 康裕
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＇＇＂�翠E 研 ，プず主し党 5果 題 代 表者所属 ・ 職 ・ 氏名 参加者所属 部局-1& 8· 
5 政治学教育 に お け る 教授方法の 多様化 に 関 す る 総合的研究 法学研究科 教授 法木村 雅昭
6 研究科 イ ン ト ラ ネ ッ ト 構築 と 総合情報 メ デ ィ ア セ ン タ ー の連携利 経済学研究科 研究科長 経， 経研用 に よ る 大学院教育 方法改善 ・ 高度化の研究 野j幸 正徳
7 物理学教養教育 少 人 数化の試み 理学研究科 教授 理堀 内 示日
8 天 文デ ジ タ ル 画像の公開 に よ る 教育 ・ 研究の推進 理学部 天文台 教授 理黒河 宏企
9 マ ル チ メ デ ィ ア を 利 用 し た 医学 専 門 教育 の 改革 医学研究科 教授 医福 井 次矢
10 臨床薬物動 態 及 び臨床薬理 に 関 す る 教育研究の基盤整備 医学部附属 病 院 教授 病院， 医 ， 薬乾 賢一
1 1  薬学領域 に お け る 分子物性学 に 基礎 を お く 理論化学教育の高度化 築学研究科 教授 薬半 田 哲郎
12 一般教育 に お け る 工学部学生の学習 意欲の 向上方策 に 関す る 調査 工学研究科 教授 工 ， 高等教育研究 吉 田 郷弘
． 
13 農 学部 専 門 科 目 シ ラ パ ス の ホ ー ム ペ ー ジ化 と 教育 支援用 ソ フ ト ウ 農学研究科 教授 農エ ア の 開発 松野 隆一
14 森林生物環境の総合的理解の た め の 野外実習 ・ 実験法の整備 農 学研究科 教授 農小橋 澄j台
1 5  土壌生態系 を 対象 と し た 環境教育 シ ス テ ム の 開 発 農 学研究科 教授 農武 田 博清
16 大学院 に お け る 環境教育 と 実地学習 の シ ス テ ム 化 人 間 ・ 環境学研究科
人環， 総 人 ，
教授 相 良 直彦 放生研
1 7  エ ネ ル ギー 科学研究科 に お け る 教育 ・ 研究環境の 充実化 に 関 す る エ ネ ル ギ ー 科学研究科 エ ネ 科 ， エ ネ 研，調査研究 教授 八 回 夏夫 原子炉
18 機能回復 と 生活 の 質 の 向上 を 目 的 と す る 新 し い 医工学の創設 生体医療工学研究セ ン タ ー
生体， 医， 工 ，
セ ン タ ー 長 岡 正典 イヒ
19 グ ラ フ イ カ ル ・ ユ ー ザ ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス に よ る 科学衛星観測 デ 超高層電波研究セ ン タ ー 超高層ー タ ・ 計算機実験デー タ の 総合解析 プ ロ グ ラ ム の 開発 セ ン タ ー 長 松本 紘
20 FD に 関 す る 全学調査の実施 高等教育教授 シ ス テ ム 開発セ ン タ ー 高等教育教授 梶田 叡ー
2 1  CALL授業準備 の た め の教材の現状分析 と 調査研究 総合情報 メ デ ィ アセ ン タ ー メ デ ィ ア ， 総 人 ，教授 壇辻 正 剛 工， 留 セ
． 
22 立体形状 デー タ を 用 い た マ ル チ メ デ ィ ア 教材の実現 総合情報 メ デ ィ ア セ ン タ ー メ デ ィ ア ， 工 ，
教授 美濃 導彦 病院
23 海外連絡事務所 を 通 じ た東 南 ア ジ ア 研究者 と の 共 同 研究体制 の 確 東南 ア ジ ア 研究セ ン タ ー 東南JL 教授 福 井 捷朗
24 リ ハ ピ リ テ ー シ ョ ン 教育 に お け る 臨床 ， 臨地実習 の 検討 医療技術短期大学部 医短， 医教授 小西 紀一
25 「地域看護学」 の教授法 開 発 と 看護教育体系化 に 関 す る 研究 医療技術短期大学部 医短講 師 谷垣 静子
26 地球科学系大学 院教育 に お け る 地理情報 シ ス テ ム （GIS） の 活 用 防 災研究所 教授 防災， 理推進 プ ロ ジ ェ ク ト 奥西 一夫
27 学 内 ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い た霊長 類 の脳構造 ・ 機能 の 教育 シ ス テ ム 霊 長類研究所 教授 霊長， 文 ， 医 ，の 構築 三上 章 允 理， 総 人
28 留学生 （短期 ） の 日 本理解及 び科 目 履修の た め の 情報資料提供 附属 図書館 館 長 全学部万波 通彦
29 全学共通科 目 の学習 に必要 と す る 学生用 図書お よ び大学院生の研 附属 図書館 館長 全学部
究 を 支援す る 専 門 参考図書の 充実整備 万波 通彦
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番重差：！）！’J¥ 研 究 課 題 代表者所属 ・ 職 － 氏名 参加者所属部局
30 附 属 図 書館 に お け る 教育 ・ 研究設備 の充実 附属 図書館 館長 附 属 図 書館万 波 通彦
31 留年学生 に 対す る 厚生補導の在 り 方 に 関 す る 調査 ・ 研究 学生部 学生部長 学生， 教育， 保セ，宮崎 Bi3 学生懇話室
32 運動処方 を 簡便 に提供す る た め の マ ル チ メ デ ィ ア ・ シ ス テ ム の 開 体育指導セ ン タ ー 体指セ ， 医短ブ守、ロ、 助教授 井街 悠
ア ジ ア ・ ア フ リ カ 劃似或石J「 準備室， 東南ア33 大学院 に お け る 地域研究教育 の体系 化 と 高度化 に 関 す る 調査研究 究研究科設置準備室 ジ ア ， 人 環
室 長 坪 内 良 博
34 高齢化社会 に お け る 法的正義 に 閲 す る 基礎理論的研究 法学研究科 教授 法田 中 成 明
35 日南乳動物臨 に お け る 形態形成過程 の 数理モ デjレ化 と そ の 実験的検 医学研 究 科 教授 医�iE 塩 田 浩平
36 胎児期胸腺 由 来 の 新 し い 生体内抗菌物質の単離同定 医学研究科 講師 医， 病 院尾 崎 承ー
． 
37 モ デル 環境下での無機固体の包括的挙動 の 解 明 人 間 ・ 環境学研究科 人環， 総 人 ，教授 山 本 直一 理
38 KU INS II (ATM） を 活用 し 生物科学大 型 デー タ の 交換 ・ 解析 ・ 遺伝子実験施設 教授 遺伝子， 医，検索 を 効率化す る た め の モ デlレ シ ス テ ム 試行 清水 章 理， ウ イ 研
39 微量化学種に よ る 植物 プ ラ ン ク ト ン 稜の光合成制御 の研究 化学研究所 教授 化研松 井 正和
40 新発見事物への 名 づ け を め ぐ る 学内 共 同 の こ こ ろ み 人 文 科学研究所 教授 人文， 理， 医 ，
山 本 有造 生態
41 慢性 び ま ん性肺疾患の病態 に 関 す る 研究 胸部疾患研究所 教授 胸部研泉 孝 英
42 味覚の可塑性 に 閲 す る 基礎的研究 食糧科学研究所 教授 食研不コホ本之 友彦
43 動物組織 に 有 益 な 薬 理 ・ 生理機能 を も っ植物起源 の 新 た な 液性蛋 ウ イ ル ス 研究所 教授 ウ イ 研 ， 理白 質 因 子の単離 梅園 和 彦
44 社会的要請 を 踏 ま え た 工学系研究科の近未来 に 関 す る 調 査研究 工学研究科 教授 工， エ ネ 科駒 井謙治郎
． 
45 次世代 の 産業創成教育 と 産業連携研究 シ ス テ ム の在 り 方 に 関 す る 工学研究科 教授 工 ， エ ネ 科， 理，調査研究 松重 和 美 総人， 化研
46 ア フ リ カ 地域研究情報資料 シ ス テ ム の 大学院教育への活用 に 関 す 人 間 ・ 環境学研究科 人 環る 研 究 教授 高村 泰雄
地球環境問題 に 京都 大学 は ど う 取 り 組 む か 生態学研究セ ン タ ー
生 態 ， 経 済 ，
47 
農 ， 理 ， 医 ， 工 ，
教授 安部 琢哉
総 人 ， 環境保全
48 京都大学在学 ・ 入学学生の 目 か ら 見 た 「京大 ら し さ 」 の調査 高等教育教授 シ ス テ ム 開発 高等教育
セ ン タ ー 教授 梶田 叡一
博物館 に お け る 展示方法 の 開発 と マ ル チ メ デ ィ ア の応 用 総 合博物館 館長
博 物 館 ， 理，
49 
終 ， 工 ， 薬 ，
河野 昭一
人 部t ， 霊 長
原 子炉実験所 所長 原 子 炉 ， 化研，50 中性子 フ ァ ク ト リ 計画 の 策定 エ ネ 科 ， 工 ， 理，
前 田 主昼己主'-
J州＇NO ， �
5 1  京都大学施設デー タ ベ ー ス の作成 と 景観 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の再 開 工学研究科 教授 施設， 工発への応用研究 宗 本 順三
52 21世紀 の 京都大学 の 在 り 方 に つ い て の調査研究 庶務部企画室， 将来構想検討 庶務， 将来構想委員会 瀬地山 敏 検討委員会
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学術研究奨励金
［人文 ・ 社会］ 系
研 究 5深 題 所 属 職 氏 名
ヒ ト お よ びチ ン パ ン ジ ー 乳幼児の対象操作活動 と 社会的交流活動の発達連 総 合 人 間 学 部 助 手 田 中 真介｜渇
中 国六朝 と 日 本 の 文 化交流 文 学 研 究 科 助 手 森 下 章司
大和 国 に お け る 古代 山 林寺院の研究 総 合 博 物 館 助教授 吉 川 真司
「 人 と 環境 の マ ル チ メ デ ィ ア 博物館」 の モ デル作成 に 関 す る 研究 総 合 博 物 館 助 手 佐藤 廉也
［理学 ・ 工学 ］ 系
研 究 i果 題 所 属 戦 氏 名
変性 ・ 変 形 を 被 っ た 先 カ ン ブ リ ア 紀岩石 の 自 然残留磁化の安定性の検討 総 合 人 間 学 部 助 手 石 川 尚 人 ． 
位相制御超短パ ル ス 光 に よ る 励起子の緩和 ダ ナ ミ ク ス の研究 理 学 研 究 科 助教授 田 中 耕一郎
膨張宇宙 に お け る ， 密度揺 ら ぎ 及 び背景放射の揺 ら ぎ の発展 と 熱 史 理 学 研 究 科 助教授 杉 山 直
高分解能気候モ デ ル を 用 い た 大気重力 波 の グ ロ ー パ ル 特性の 解 明 理 学 研 究 科 助 手 佐藤 薫
リ ア ル タ イ ム 情報伝達 を め ざ し た 尽都 周 辺 の 地震の断層 面 解の推定 と 公表 理 学 研 究 科 助 手 久 家 慶子に 閲 す る 研究
合成 開 口 レ ー ダ ー （SAR） を 用 い た紀伊水道 フ ロ ン ト の検 出 と そ の 変動の 理 学 研 究 科 助 手 根 回 昌 典解析
少数分子 集 団 内 で の 化学反応 に 対す る 動 的符媒効果 の微視的機構 理 学 研 究 科 助教授 大 島 康裕
金属 一 絶縁体転移 を 示す遷移金属 酸化物TbRu201の個体化学的研究 理 学 研 究 科 助 手 加藤 将樹
粒状体モ デ ル に 基づ く 数値流砂水理学の展 開 に 閲 す る 基礎的研究 工 学 研 究 科 助教授 後藤 仁志
ピ ニ リ デ ン 金属 錯体 を 鍵 中 間 体 と す る 触媒的 ラ ジ カ ル 反応 に 関す る 研究 工 学 研 究 科 助教授 大江 浩一
石油分解合成菌HD l の ア ル カ ン 代謝 ・ 合 成 系 の 同 定 と 解析 工 学 研 究 科 助教授 跡見 H青幸
連続繊維 シ ー ト 接着 の 長期挙動 工 学 研 究 科 助 手 服部 篤 史 ． 
フ ィ ー ル ドエ ミ ッ シ ョ ン デ ィ ス プ レ イ の た め の 液体金属電子源の 開 発 工 学 研 究 科 助 手 後藤 康仁
プ フ ズマCVD法 に よ る 無 定形炭素 薄 膜 の 合 成 及 びそ の リ チ ウ ム の 吸蔵特 工 学 研 究 科 助 手 安部 武志’性
気相成長Si/C カ ー ボ ン ア ロ イ 繊維 の 秒 オ ー ダー で の 迅速製造 工 学 研 究 科 助 手 向 井 がt1
化学気相浸透法 に よ る 炭素／炭化珪素傾斜機能材の製造 と プ ロ セ ス シ ュ ミ 工 学 研 究 科 助 手 河瀬 元明レ ー シ ョ ン
脂 質 膜 中 に お け る 膜貫 通 モ デ ル ペ プチ ド 聞 の 相 互認識機構 薬 学 研 究 科 助 手 松崎 勝 巳
セ ル ロ ー ス 誘導体の 自 己組織化 に よ る 配向制御 と 天然、 セ ル ロ ー ス 分子配向 農 学 研 究 科 助 手 上高原 浩の証明
昆虫標本 デー タ ベ ー ス を 利 用 し た 自 動 同定 シ ス テ ム 構築 の た め の 基礎研究 総 合 博 物 館 助 手 角 谷 岳彦
イ ン ド ネ シ ア 海洋 大 陸 に お け る 境界層 レ ー ダ ー 観測 に 基づ く エ ル 一 一 一 ヨ 超高層電波研究セ ン タ ー 助 手 橋 口 浩之南方振動 （ENSO） に 関 す る 研究
Bi系高温超伝導体の微細構造制御 と 臨界電流密度 の 向上 化 学 研 究 所 助教授 蹟井 善二
超臨界条件下の水 お よ び水溶液のNMR及 び計算機実験 に よ る 研究 化 学 研 究 所 助 手 松林 伸幸
自 然サ イ ク jレ を 利 用 す る 二酸化炭素の生物 園 か ら の 固定化の研究 化 学 研 究 所 助 手 長谷川 浩
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審査部門 ［医学 ・ 生物］ 系
研 究 課 題 所 属 戦 氏 名
高等植物 の i夜胞形成機構の解明 総 合 人 間 学 部 助 手 佐j除 雅彦
シ グ ナ ル伝達 に 関 わ る 新規MAPキ ナ ー ゼの 同 定 と 解析 理 学 研 究 科 f!JJ 手 宮 町 愛彦
低分子世G蛋 ！司 質Rho牒 的 蛋 白 質 の細胞内 及 び生体機能のWf.析 医 学 研 究 科 助 手 石崎 敏J!1l
グ ル タ ミ ン 厳受容体の シ ナ プ ス に お け る 微細 局 在 医 学 研 究 科 助 手 重 本 隆一
細胞間接着の制御 に お け る 膜裏打 ち 蛋 i'"l f!Zo - 1/Zo - 2 の機能の解析 医 学 研 究 科 助 下 伊藤 雅彦
タ イ ト ジ ヤ ン ク シ ヨ ン を 構成す る 新規脱 蛋 「 l 質 の 同 定 医 学 研 究 科 助 手 古 瀬 幹夫
セ プチ ン フ ィ ラ メ ン ト に よ る ア ル ツ ハ イ マ ー 病 モ デ ル マ ウ ス の 作 成 医 学 研 究 科 助 手 木 下 専
血管内皮細胞の酸化LDL受存体 に 関 す る 研究 医 学 研 究 科 助 手 沢村 達也
． 海馬 神経細胞 に お け る カ ル シ ウ ム を 介 し た ljl ・ 長則 的 効 果 の 分 子 メ カ ニ ズ 医 学 研 究 科 助 手 lるJ終 H青彦ム
カ ドヘ リ ン ー カ テ ニ ン 複 合体の再構成 の 試 み 医 ，主主・， ー 吉日 講 師 永i刻 昭 良
試験管内 に お け る 中 枢神経組織の 分化誘導 医 学 研 究 科 助教授 笹川ニ 汗樹
フ ッ ト jfif：烏 山 米FGF 2依存性ネr11経系幹細胞 の 円 己複 製 と 分化 の 分 子機構 医学部l�H属病院 助 手 刊紙 I宇解 析
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こ の た び， 別府市 に あ る 本学理学部附属地球熱学
研究施設建物 （元地球物理学研究施設， 平成 9 年 4
月 改組） が 6 月 12 日 付 け で文化財保護法第56条 の 2
第 l 項 の 規定 に よ り 文化財 に登録 さ れ た 。
こ の施 設 は ， 大正12年 に 当 時の 京都帝国大学営繕
課長永瀬狂三氏の 設計 に よ る 建物 で ， レ ン ガ造 り と
し て は珍 し い 塔 を 中 央 に 配置 し ， 洗練 さ れ た デザ イ
ン と し て 建築的 に も 高 い評価 を 得 て い た 。
創建以来， 別 府市で温泉研究所 と し て 親 し ま れて
き た が築年70年 を 越 え て お り ， 老朽化が著 し か っ た
436 
こ と か ら ， 本学の 歴 史的 建造物 の 環境保全 と 研究環
境の改善 を 図 る 目 的 で 改修が行 わ れ， 平 成 9 年 2 月
に 別府 市の推進す る 地域計画特別賞 （HOPE賞 ： 市
民 に ゆ と り と う る お い を 提供す る 模範的建物等 に 与
え ら れ る ） を 受賞 し た 。 再生 さ れ た こ の 施設 は ， 今
後 も ， 本学の研究施設 と し て 活 発 な研究活動が繰 り
広 げ ら れ る と と も に 別 府市 民 に愛 さ れ親 し ま れ る こ
と を 期待 し た い。
（施設部）
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